
ISSUE
2021 1/31 91 FÛEN

Toyo Eiwa Jogaku in
Pub l i c Re la t ions Repor t

［フウエン］

ひかりにあゆめよ
－希望に向かう東洋英和の人々の道

ことば

－

［巻頭特集］



あなたがたは世の光である。（中略）ともし火をともして升の下に置く者はいない。燭台の上に置く。
そうすれば、家の中のものすべてを照らすのである。

この言葉は、主イエスが山上の説教を聞いている人々に宣言なさった言葉です。当時の家屋ではともし
火が一つあれば部屋中が明るくなりました。それを升の下に置いたのではともし火としての役割は果た
せません。燭台の上で、自分の身を燃やし続けるのがともし火です。それは、自分が輝いて賞賛される
ためではありません。主イエスからの光を受けて、周囲を照らすために用いられることです。光である
主イエスに用いられて、神と隣人に仕える者でありたいです。　

聖書の言葉
（マタイによる福音書 5 章  14-15 節）

学院評議員、大学非常勤講師　田中 かおる（安行教会牧師）
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新
体
制
が
始
動
し
ま
し
た

増
渕 
稔 

院
長
就
任

髙
橋 
貞
二
郎 

副
院
長
就
任

2
0
2
0
年
10
月
30
日
開
催
の
理
事
会
に
お
い
て

増
渕
稔
理
事
長
が
新
院
長
（
理
事
長
兼
任
）
に
選
任
さ
れ
、

11
月
1
日
に
就
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
2
0
2
0
年
11
月
27
日
開
催
の
理
事
会
に
お
い
て

髙
橋
貞
二
郎
新
副
院
長
が
任
命
さ
れ
、

12
月
1
日
に
就
任
し
ま
し
た
。

東
洋
英
和
女
学
院
の
新
体
制
を
担
う

お
二
人
の
就
任
に
あ
た
っ
て
の
言
葉
と

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

環境が大きく変化する中、「敬神奉仕」
の建学の精神を堅持すると共に、変化
に対応するしなやかさを併せ持つこと
で、学院のさらに豊かな未来が開かれ
るよう努めてまいります。

増渕 稔 院長
1943 年生まれ。1966 年東京大学法学部卒業後、
日本銀行入行。1998 年から 2002 年まで同行理
事。2004 年から 2019 年まで日本証券金融株式
会社代表取締役社長、取締役会長を歴任。2005
年より東洋英和女学院理事・評議員、2018 年理
事長就任、2020 年 11 月 1 日院長就任。日本基
督教団井草教会会員。

「敬神奉仕」の精神、卒業生や保護者
の方々をはじめ東洋英和に関わる全て
の人とのつながりを大切にしながら、
学院の発展のために尽くしたいと思い
ます。どうぞ、よろしくお願いいたし
ます。

髙橋 貞二郎 副院長
1963 年生まれ。1991 年東京神学大学大学院前
期課程修了後、日本基督教団富士見町教会で伝道
師、牧師として働く。1997 年東洋英和女学院中
高部聖書科教諭として就任。2020 年 12 月 1 日
副院長就任。現在、学院宗教部長、学院理事・評
議員、日本基督教団鳥居坂教会協力牧師。
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Content s From the Garden of Kaede

楓の園から［学院 NEWS］
P.09

Cartmell’s Prayer［宗教教育委員会］P.17

教員紹介P.19

東洋英和楓の会P.21

増渕 稔 院長・髙橋 貞二郎 副院長就任P.01

神を信じ神を祈る時にのみ
我々は勇気と力を与えられる。
元院長・理事長の
長野彌氏が寄稿した言葉

（『東洋英和新聞』第 57 号「卒業生に贈る」1958 年 3 月 13 日発行）

雨の後に虹は出ます。
恵みの虹を信じましょう
1898 年に 2 回の台風により、
建築中の校舎が 2 度倒壊した時の校長、
ミス・ブラックモアの言葉

［巻頭特集］

ひかりにあゆめよ P.02
－希望に向かう東洋英和の人々の道

ことば

－

どんな困難にあっても自分を支える力をくれる言葉や絆があります。
困難の中でも懸命に社会や人とつながり、

かけがえのない生活を守ろうと力を尽くした東洋英和の人々の
希望のひかりに満ちた言葉や永久に色褪せない精神を伝えます。

ひかりにあゆめよ
－希望に向かう東洋英和の人々の道

ことば

－
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私は一歩先すら見えない
１年の日々を歩む時に。
しかし過去はなお神の守りの中にある。
未来は神の慈しみが明らかにするだろう。
そして遠く暗く見えるものは
近づくと明るくなってくるかもしれない。

創立者、初代校長のミス・カートメルが自分の聖書に書き込んだ詩
日本での厳しい宣教生活を乗り越える力の一つになったと思われる

I see not a step before me

As I tread the days of the year.

But the past is still in God's Keeping.

The future His mercy shall clear,

And what looks dark in the distance

May brighten as I draw near.

 （イギリスの女流作家、ミューロック Dinah Maria Mulock（1826-1887）の詩
 『神知りたもう』より）

［巻頭特集］

新型コロナウイルス感染症の先行きが不透明な中、
人々の命を守るために奮闘している医療従事者の
皆様、人々の社会生活を維持するために尽力を続
ける全ての皆様へ、感謝申し上げます。

東洋英和女学院

取材は 2020 年 10 月に実施しました。

巻頭特集のタイトルは讃美歌（1954 年版）326 番
『ひかりにあゆめよ』から着想を得たものです。
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ひかりにあゆめよ
－希望に向かう東洋英和の人々の道

ことば

－

先
生
方
の
お
教
え
に
よ
っ
て
、
人
々
の

た
め
に
力
を
尽
く
す
と
い
う
敬
神
奉
仕

の
精
神
が
自
然
と
身
に
つ
き
、
医
師
へ

の
道
に
進
み
ま
し
た
。
整
形
外
科
を
選

択
し
た
の
は
、
中
高
部
の
ス
キ
ー
部
で

の
怪
我
の
経
験
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
増

え
て
き
た
2
0
2
0
年
3
月
末
、
勤

務
す
る
病
院
内
で
感
染
が
発
生
し
、
状

況
は
一
変
し
ま
し
た
。
今
ま
で
の
診
療

が
一
切
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
通
院

患
者
さ
ま
一
人
ひ
と
り
に
電
話
で
症
状

を
伺
い
、
リ
ハ
ビ
リ
の
仕
方
等
を
説
明

し
ま
し
た
。
少
し
で
も
安
心
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
患
者
さ
ま
に
積
極
的
に

お
声
掛
け
を
し
て
治
療
い
た
し
ま
し
た
。

患
者
さ
ま
か
ら
は
ご
自
身
も
不
安
な
中
、

私
を
気
遣
う
言
葉
を
い
た
だ
き
胸
が
熱

く
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
経
験
を
通
し
て
診
療
に
関
わ

私
は
、
幼
稚
園
か
ら
高
等
部
ま
で

東
洋
英
和
で
過
ご
し
、
礼
拝
や

一筋のひかりに導かれ新しい未来へと歩んでゆく

る
看
護
師
や
事
務
員
等
の
方
々
、
調
理

や
清
掃
と
い
っ
た
院
内
の
生
活
す
べ
て

を
支
え
る
方
々
の
あ
り
が
た
さ
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。
ま
た
医
師
と
し
て
常
に

患
者
さ
ま
に
心
を
配
り
医
療
を
提
供
す

る
側
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
患
者
さ

ま
、
物
心
両
面
か
ら
支
援
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
企
業
や
個
人
の
方
々
、
ま
た
東

洋
英
和
の
先
生
方
・
友
人
か
ら
多
く
の

真
心
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
の
家
族
・

小
さ
な
姪
た
ち
に
何
度
も
励
ま
さ
れ
ま

し
た
。
感
謝
で
支
え
あ
っ
て
い
る
こ
と

を
改
め
て
心
か
ら
感
じ
ま
し
た
。

今
は
ま
だ
先
の
分
か
ら
な
い
厳
し
い

状
況
で
す
が
、
行
く
先
に
一
筋
の
ひ
か

り
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
神
様
か
ら
い

た
だ
い
た
命
を
大
切
に
、
新
し
い
未
来

へ
向
か
っ
て
、
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
乗
り
越

え
て
い
け
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

人は生かされている。
神様からいただいた命

「人は自然に帰りなさい。そして自然を大
事にしなさい。原点に戻って、見つめ直し
なさい。物にあふれ、物を粗末にして、そ
していらないものは捨てていく。そんな事
をしていたら、皆滅びるのだよという神様
からのメッセージなのかとも思います。」※

新型コロナウイルス感染症で亡くなった、
デザイナー・髙田賢三氏がコロナ禍の中で
寄せた手記です。緊急事態宣言中、人通り
のない道路でふと見あげると、青空や新緑
を目にして自然は季節通りに進んでいる
と感じ、人間はやはり自然の中では生かさ
れているという思いを持ちました。自分も
足下を見つめ直し進みたいと思います。

01
STORY

社会を支えるために
働く東洋英和の人々
コロナ禍でも明日に一筋のひかりを求め、
懸命に自分の責務を果たし続ける人たちがいます。
そんな人々の力となる言葉を教えてもらいました。

STORY

どんなことになっても、祈る力と、笑う力と正確な判断力だけは失うことがありませんように
（東洋英和の元宣教師、元師範科専任教員・短期大学保育科教授　ミス・キュックリヒ）

東洋英和の
 人々の道（ことば）

※2020年10月6日（火）読売新聞
「コロナ禍のパリから」より

池澤 裕子さん

1989年高等部卒業。都内総合病院整形
外科部長。地方の病院勤務などを経て、
2016年から現職。中高時代はスキー部部
長を務め、現在は小学部のスキー教室に
随行し参加者の健康をサポートしている。

池澤さんを支える言葉
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休
職
し
た
社
員
が
復
職
す
る
際
、
回
復
し

た
か
ど
う
か
を
診
断
す
る
産
業
医
・
看
護

師
と
チ
ー
ム
で
対
応
し
、
精
神
科
医
と
共

に
メ
ン
タ
ル
面
で
の
相
談
を
受
け
る
な
ど

社
員
個
人
や
彼
ら
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業

所
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

私
の
所
属
先
は
東
京
に
あ
り
、
東
日
本
全

体
の
事
業
所
を
担
当
し
て
い
る
た
め
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
中
で

診
察
や
面
談
を
「
リ
モ
ー
ト
で
よ
い
の
で

は
」
と
お
っ
し
ゃ
る
遠
方
の
方
が
多
く
、

対
面
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
気
を
配
る
日
々
で
す
。

一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
メ
ン
タ
ル
を
病
む
人
が
増
え

た
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
大
き
な

変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
す
べ
て

の
人
が
共
通
し
て
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い

る
現
状
に
、「
み
ん
な
つ
ら
い
の
だ
か
ら

私
も
が
ん
ば
ら
ね
ば
」
と
発
奮
し
、
復
職

現
在
、
心
理
士
と
し
て
企
業
に
所
属

し
て
い
ま
す
。
精
神
疾
患
な
ど
で

つらい時だからこそ、労を厭わず人に丁寧に接する

さ
れ
る
方
が
目
立
ち
ま
す
。
そ
れ
は
喜
ば

し
い
こ
と
で
す
が
、
私
は
、
無
理
を
し
な

い
で
自
分
に
向
い
た
こ
と
を
し
、
自
分
の

得
意
な
能
力
を
伸
ば
せ
ば
い
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

大
学
院
時
代
に
は
心
理
面
接
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
精
神
疾
患
を
抱
え
た
り
、

お
仕
事
や
恋
愛
の
問
題
に
苦
し
ん
で
お
ら

れ
る
方
々
と
お
会
い
し
ま
し
た
が
、
指
導

し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
「
で
き
る
こ
と
を
し
た
ら
い

い
」
と
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
経
験
が
今

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
高
部
で
先
生
か
ら
「
労
を
厭

わ
ず
行
動
し
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
い
た

こ
と
も
思
い
出
し
ま
す
。
そ
ん
な
先
生
方

ご
自
身
が
労
を
厭
わ
ず
、
一
人
ひ
と
り
異

な
る
私
た
ち
に
対
し
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

の
よ
う
に
真
摯
に
向
き
合
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
私
も
相
談
者
一
人
ひ
と
り
に
対

し
、
丁
寧
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

無理をせずに自分らしく、
できることをしたらいい
東洋英和で教えられた「敬神奉仕」とい
う言葉を、中高部にいた頃はよく理解で
きていませんでしたが、今思えば「自分
で考え、自分にできることをしたらいい」
と自由に考え、行動させてもらえた経験
が今に生きています。復職したい社員が
会社にうまく適応して働けるようにサポ
ートする中で、「貢献しなければ」と思
い詰める人を見ることもあります。しか
し「挑戦」と「無理」は別ものです。誰
しも会社の中で自分の思うようにできな
いこともあります。そんな時、その人が
今できることを見つけ、その人らしく生
きられる道を探せるような支援をしたい
と思っています。

02
STORY

高瀬 寛子さん

中学部から大学院まで東洋英和で学ぶ。
1998 年大学院修了。公認心理師、臨床
心理士。スクールカウンセラーなどを経
て、パナソニック健康保険組合健康管理
センターメンタルヘルス科勤務。

高瀬さんを支える言葉
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
発
生
当
初

は
情
報
収
集
、
衛
生
用
品
の
確
保
、
感
染

し
た
場
合
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
成
な

ど
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
中
は
、
通
所
の
方
に
は

自
宅
待
機
を
依
頼
し
ま
し
た
が
、
日
常
生

活
の
変
化
に
弱
い
方
も
お
り
、
ご
家
族
対

応
も
含
め
苦
慮
し
ま
し
た
。
宣
言
以
降
、

入
所
の
方
の
外
出
や
家
族
と
の
面
会
は
10

ヶ
月
以
上
中
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
不
安
を
与
え
ず
施
設
内
で
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
利
用
者

知
的
障
が
い
者
支
援
施
設
に
は
体
が

弱
い
方
も
入
所
さ
れ
て
い
る
の
で
、

敬神奉仕を心の支えに
神のため人のために

の
ご
家
族
か
ら
は
、
ね
ぎ
ら
い
や
励
ま
し

の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
手
作
り
マ
ス
ク
な

ど
を
寄
付
し
て
く
だ
さ
る
方
も
多
く
、た
く

さ
ん
の
愛
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

職
員
も
行
動
制
限
が
あ
り
ま
し
た
が
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
絶
対

に
か
か
ら
な
い
。
持
ち
込
ま
な
い
。
利
用

者
の
命
を
守
る
」
と
い
う
強
い
信
念
を
共

有
し
、
職
員
同
士
に
チ
ー
ム
と
し
て
の
一

体
感
が
生
ま
れ
た
こ
と
も
日
々
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

安
全
が
担
保
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

利
用
者
と
ご
家
族
の
面
会
を
実
現
し
、
一

緒
に
外
出
や
旅
行
に
出
か
け
た
い
で
す
。

敬神奉仕
毎日神様に感謝とその日の願い事をしています。それでも、何のため
に仕事をしているのかと思い悩む時は､ すべては神のため、人のため
に尽くす、という敬神奉仕の精神に必ず立ち戻るようにしています。

下畑 成江さん 1988 年高等部卒業後、短期大学保育科、保
育専攻科を 1991 年に卒業。知的障がい者
支援施設、社会福祉法人 南風会 シャローム
みなみ風で支援主任を務める。

段
学
校
で
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
子
ど

も
た
ち
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
休
校
と
な
っ
た
こ
と
で
か

え
っ
て
調
子
が
良
く
な
る
な
ど
の
傾
向
が

あ
り
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

苦
手
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
こ

そ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
新
た
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
に
よ
く
な
じ
め

て
い
る
と
実
感
で
き
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
が
向
い
て
い
る
人
、
対
面

が
向
い
て
い
る
人
、
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、

今
回
の
自
粛
生
活
を
機
に
、
お
互
い
の
コ

児
童
精
神
科
医
師
と
し
て
病
院
で
の

診
療
に
当
た
っ
て
い
ま
す
が
、
普

互いのスタイルを
尊重し合える風潮が育つように

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
を
尊
重
す

る
風
潮
が
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
子
ど
も
た
ち
が
自
分
に
適
し
た
ス

タ
イ
ル
を
模
索
し
て
い
け
る
よ
う
に
サ
ポ

ー
ト
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
は
家
族
と
の
時
間
が
増
え
、
自

分
が
何
を
大
切
に
し
た
い
か
を
改
め
て
考

え
ま
し
た
。
私
の
支
え
は
人
と
の
つ
な
が

り
や
趣
味
な
ど
で
す
が
、
根
本
に
あ
る
の

は
、
日
々
の
生
活
で
与
え
ら
れ
る
喜
び
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
あ
る
か
ら
、

ど
ん
な
状
況
に
あ
っ
て
も
今
、
自
分
が
な

す
べ
き
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
日
々
祈

り
な
が
ら
生
き
て
い
ら
れ
る
の
で
す
。

詩「病者の祈り」A CREED FOR THOSE WHO HAVE 
SUFFERED

篠山 大明さん 1982 年かえで幼稚園卒園。東京大学理学部
卒業後、児童精神科医を志し改めて医学部に
進む。信州大学医学部精神医学教室准教授、
同学附属病院こどものこころ診療部医師。

03
STORY

04
STORY

ひかりにあゆめよ
－希望に向かう東洋英和の人々の道

ことば

－

これといって、支えとしている言葉があるわけではありませんが、今
回改めて考えてみて、有名な「病者の祈り」は自分が求めたいことを
表してくれている気がし、困難な状況で励みになると思います。

本当に人を愛そうとすれば、その人の本当の状態、問題、そしてその困っていることの原因を
知りたいと思うはずです（東洋英和の元宣教師、元短期大学・中高部教員　ミス・ブラウン）

東洋英和の
 人々の道（ことば）

篠山さんを支える言葉下畑さんを支える言葉
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感
染
症
の
影
響
で
手
術
麻
酔
の
仕
事
が
減

少
し
た
代
わ
り
に
、
麻
酔
科
管
理
の
集
中

治
療
室
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

重
症
患
者
専
用
病
棟
と
な
り
、
２
ヶ
月
ほ

ど
専
従
勤
務
に
な
り
ま
し
た
。
感
染
も
怖

い
で
す
が
、
報
道
と
現
場
の
ギ
ャ
ッ
プ
の

大
き
さ
や
、
職
員
同
士
で
も
コ
ロ
ナ
治
療

に
携
わ
っ
て
い
る
か
否
か
で
考
え
方
が
異

な
り
悲
し
い
思
い
も
し
ま
し
た
。

非
常
事
態
の
中
で
も
英
和
生
の
支
え

は
印
象
的
で
し
た
。
メ
ー
ル
だ
け
で
も

う
れ
し
い
と
こ
ろ
を
、
自
炊
用
に
と
素

麻
酔
科
の
医
師
と
し
て
働
い
て
い
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

困難な状況でも優しく前向きな
英和の仲間に支えられて

敵
な
食
器
を
送
っ
て
く
れ
た
友
人
や
、

自
分
も
必
要
な
マ
ス
ク
や
フ
ェ
イ
ス
シ

ー
ル
ド
を
送
っ
て
く
れ
た
同
業
の
友
人
。

病
院
に
物
資
が
届
く
チ
ャ
リ
テ
ィ
先
を

探
し
て
く
れ
た
海
外
在
住
の
友
人
も
。

英
和
生
た
ち
の
、
相
手
に
何
が
必
要
な

の
か
を
考
え
、
具
体
的
な
支
援
を
行
う

優
し
さ
に
涙
が
あ
ふ
れ
、
困
難
な
状
況

に
あ
っ
て
も
前
向
き
な
姿
勢
に
元
気
を

も
ら
い
ま
し
た
。

何
が
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
時
代
で

す
が
後
悔
の
な
い
よ
う
、
周
囲
へ
の
感

謝
を
忘
れ
ず
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
生
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

迷ったらつらい方を選ぶ
水泳が苦手で中学部２年生の野尻夏期学校では４段階の４番目、赤帽
子でした。高等部に進み、キャンプリーダーを志願して参加した訓練
キャンプで水泳が上達した経験がこの行動につながっています。

田中 亜紗美さん 1999 年高等部卒業。帝京大学医学部附属病
院麻酔科医師。看護師を 4 年間経験した後
に大学で学び、都立病院での初期研修を経て
医師に転身。医師となって 6 年目となる。

あ
る
保
育
士
は
、
他
の
職
業
に
比
べ
、
よ

り
日
々
の
行
動
に
気
を
張
る
生
活
が
続
き

ま
す
。
保
育
者
や
教
育
関
係
者
の
感
染
が

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

る
事
態
も
と
て
も
苦
し
く
思
い
ま
し
た
。

マ
ス
ク
着
用
は
、
保
育
者
の
表
情
が
隠

れ
、
幼
い
子
ど
も
に
ま
な
ざ
し
や
感
情
を

読
み
取
り
づ
ら
く
さ
せ
、
困
難
を
感
じ
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
マ
ス
ク
着
用
に
慣

れ
つ
つ
あ
る
こ
と
に
怖
さ
を
感
じ
る
と
と

も
に
、
こ
の
よ
う
な
生
活
を
い
つ
ま
で
続

け
れ
ば
よ
い
の
か
と
不
安
に
な
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
発
生

以
降
、
子
ど
も
と
接
す
る
仕
事
で

子どもを守るために気を張り
当たり前を見直し続けた日々

一
方
で
、
登
園
自
粛
家
庭
の
多
い
期
間

は
、
時
代
や
社
会
の
動
き
を
意
識
し
た
保

育
の
在
り
方
を
考
え
た
り
、
行
事
や
保
育

内
容
が
子
ど
も
の
成
長
発
達
に
合
っ
た
も

の
か
話
し
合
う
な
ど
の
時
間
が
多
く
持
て

た
こ
と
は
有
意
義
で
し
た
。

本
当
に
必
要
な
も
の
は
そ
ん
な
に
多
く

は
な
い
。
今
回
の
困
難
な
状
況
の
中
で
気

付
い
た
の
は
こ
の
こ
と
で
し
た
。
当
た
り

前
だ
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
必
ず
し
も
そ

う
で
は
な
く
別
の
方
法
も
あ
る
、
と
新
し

い
視
点
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
先
入
観
を
持
た
ず
、
目
の
前

の
物
事
に
向
き
合
い
た
い
で
す
。

身近な人々の思いやり
「大変ですね」と温かい言葉をかけてくださる保護者も多く、困難を一
緒に乗り越えていこうとする雰囲気の中、子どもたちの笑顔や職員同
士の「迷惑はかけあって」といった言葉に助けられました。

藤原 由佳さん 2003 年大学人間科学部人間福祉学科卒業。
社会福祉法人 厚生館福祉会 宮前空翠保育園
に勤務し、現在は主任保育士として園長を補
佐し、保育士をまとめる役割を担う。

05
STORY

06
STORY

神様はどんな災禍をも善に代えてくださる（元小学部部長　外﨑長三郎先生）東洋英和の
 人々の道（ことば）

田中さんを支える行動藤原さんを支えるもの
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私たちは被災された方々の立場に立って、何ができるか、
又これからの時代に向かって何を為すべきかを考え実践する必要があります（元理事長・院長　池田守男氏）

あなたが勇気をもらった行動や言葉は何ですか？

100 年前に生きた詩人の言葉。すっくと立ち上がり歩み出した人の後ろ姿
を思わせる、力強い「生きる」というメッセージに私は心打たれた。時代
という名の風に吹かれ、彼は確かに生きていた。ウイルス、災害、差別を
連れてきた 2020 年の風。今をともに生きる人たちと、この時代を乗り越
えていける強さを私も育みたい。「今風は吹いた。さあ、共に立ち上がろう」

栗木 心音さん
中学部 2 年

中学部

休校中に祖母に言われた言葉です。祖母の言葉で、人と会うことや自由な
外出がままならない中でも、その状況と自分がどう向き合うかで、感じ方
や見える世界が変わると気付きました。それは他者を思いやる隣人愛や感
謝の大切さを説く東洋英和の教えとも通じると感じます。私も自分に何が
できるかを考え挑戦することで今の試練を乗り越えたいです。

陸 杜緒子さん
高等部 3 年

高等部

新型コロナウイルス感染症が拡大していたイタリアにおいて、女性バイオ
リニストが病院の屋上で演奏する様子が話題になりました。医療従事者へ
の感謝と患者が再び音楽を楽しめるようにとの願いを込めた演奏を見て勇
気をもらいました。祖母や母のお手伝いをして少しでも元気をあげるよう
にしました。これからも人に親切にして、周りの人々を元気にしたいです。

桑原 希和さん
小学部 6 年

小学部

水泳選手の池江璃花子さんが、白血病から回復した時の言葉に勇気をもら
いました。私も水泳を習っていますが、病気を克服してきつい練習を再開
されたことは本当にすごいと思います。自分のことだけではなく、病気で
苦しむ人々のことを思いやる池江さんの思いは敬神奉仕にもつながります。
私はつらい時があっても、前向きに生きる池江さんを目標にしたいです。

勝見 花香さん
小学部 6 年

小学部

風立ちぬ、いざ生きめやも
（ポール・ヴァレリー／フランスの詩人）

感謝だけは忘れてはダメ。感謝すると、
嬉しい、よかったって、明るくなれるから

（陸さんの祖母）

自分と同じような経験をしている病気に
なった人たちに勇気を与えたい

（池江璃花子／水泳選手）

医療従事者への感謝と患者を
励ますために演奏するバイオリニスト

栗木さんが勇気をもらった行動や言葉 桑原さんが勇気をもらった行動や言葉

陸さんが勇気をもらった行動や言葉 勝見さんが勇気をもらった行動や言葉

ひかりにあゆめよ
－希望に向かう東洋英和の人々の道

ことば

－

東洋英和の
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常に前を向いて進む人の言葉や行動は、自分が立ち上がるための力になります。
東洋英和で学ぶ児童・生徒や学生たち、卒業生の方たちの

勇気をもらった行動や言葉を紹介します。

新型コロナウイルス感染症対策として、勤務している鉄道会社では、社員
の発意で除菌作業を行っていました。お客さまに安心して快適にご利用い
ただきたい一心でした。その姿に感動したと女優さんが SNS で発信して
くださり、多くの賛同が寄せられました。自らの意志で取り組んだ行動に
温かいエールをいただいたことに深く感謝し、大きな勇気を与えられました。

服部 友美さん

大学人間科学部人間科学科卒業（2011 年 3 月）
東日本旅客鉄道株式会社勤務

卒業生

新型コロナウイルス感染症の影響で在宅勤務が始まり、自分らしいキャリ
アとは何か思い悩む中、多拠点生活など未来の働き方を模索し続ける蓑口
恵美氏を知りました。世の中で起きていることにしっかりと向き合い、そ
れに対して自分自身がどうあるべきかを常に考えるその姿勢は東洋英和の
学びにも通じ、自身の生き方考え方を振り返る良い刺激になりました。

白砂 翔子さん

大学国際社会学部国際社会学科卒業（2017 年３月）
株式会社時事通信社勤務

卒業生

何に対しても一歩踏み出すことをためらってしまう私に、東洋英和の先輩
たちは将来の夢に向かって全力で進むことの大切さを教えてくれます。自
らを深く考察し、社会問題に関心が高いその姿は、かけがえのない自分に
気付き他者を愛する東洋英和の学びともつながります。積極的な先輩たち
の姿を励みに、私も自分の力で将来の夢をつかみたいです。

鶴田 園さん
人間科学部人間科学科心理科学専攻 3 年

大学

新型コロナウイルス感染症に関連したニュースで聞いた言葉ですが、私に
は現在と将来の関係を表していると思えました。それは、終わったことは
変えられないけれど、未来は変えられるということです。新型コロナウイ
ルス感染症によってつらいこともあるけれども、現在の行動が未来を変え
ることになる。私はそれを原動力に今日もがんばろうと思えます。

堀川 莉子さん
人間科学部人間科学科 1 年

大学

お客さまからの温かいエール

自分なりの働き方について
デザインはしておこう

（蓑口恵美／内閣官房シェアリングエコノミー伝道師、
株式会社ガイアックス（シェアリングエコノミー協会）） 

将来の夢に向かって進み続ける
東洋英和の先輩の姿

過去を変えることはできませんが、
まだ 2 週間後の未来を変えることができます

（藤井貴彦／アナウンサー）

鶴田さんが勇気をもらった言葉や行動

堀川さんが勇気をもらった行動や言葉

服部さんが勇気をもらった行動や言葉

白砂さんが勇気をもらった行動や言葉
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楓の園から［学院NEWS］

From
the Garden of Kaede

手探りの挑戦
~中高部の休校中の取り組み~
1 生徒宅（約 1,000名分）へ送付する教科書などの
　箱詰め作業完了（4月上旬）

4・5 双方向のオンライン授業に参加する生徒
3 配信授業（自宅に黒板を準備した先生宅から生徒へ）
2 配信授業（学校から生徒へ）

1

2

3

4

5
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（＊）ハンドベル部の演奏動画はこちらからご覧になれます。

の
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
ハ
ン
ド

ベ
ル
部
の
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ

ス
号
の
乗
客
や
乗
員
の
方
に
も
お
届
け
し

た
演
奏
動
画
」（
＊
）、高
3
有
志
の「『
校
歌

を
歌
お
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
で
新
入
生
に

学
校
生
活
を
紹
介
す
る
動
画
」、
生
徒
会

役
員
会
の「
動
画
に
よ
る
生
徒
会
入
会
式
」

「
英
和
結
び
」「
英
和
生
の
心
得
」、各
ク
ラ

ブ
の「
ク
ラ
ブ
紹
介
動
画
」な
ど
、次
々
と

こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
活
動
が
で
き
ま
し
た
。

生
徒
会
活
動
再
開
に
向
け
て
の
模
索
、

そ
し
て
楓
祭
実
施

学
校
生
活
が
少
し
ず
つ
再
開
し
、
生
徒

会
活
動
も
7
月
中
間
試
験
後
か
ら
校
内
活

動
の
再
開
が
予
定
さ
れ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ

ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
ち
感
染
予
防
を
し
な
が

ら
活
動
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
、
顧
問

の
先
生
も
交
え
て
、
連
日
話
し
合
い
が
持

た
れ
ま
し
た
。「
対
外
試
合
中
止
」や「
飛

沫
感
染
予
防
の
た
め
一
度
に
活
動
で
き
る

人
数
を
減
ら
す
」
な
ど
、
活
動
の
縮
小
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
状
況
下

で
で
き
る
形
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

生
徒
会
の
最
大
の
発
表
の
場
で
あ
る
楓

祭
も
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
生
徒
全
員
が
輝

い
て
み
ん
な
が
主
役
に
な
る
楓
祭
に
し
た

い
」
と
い
う
楓
祭
実
行
委
員
会
の
切
な
る

思
い
も
加
わ
り
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
」で

は
な
い
「
楓
祭
の
実
施
」
を
目
指
し
て
準

備
を
始
め
、
無
事
に
み
ん
な
の
思
い
の
詰

ま
っ
た
楓
祭
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
の
活
動

生
徒
会
長
の
鈴
木
明
日
香
さ
ん
は
、「
私

た
ち
は
『
今
何
が
で
き
る
の
か
』『
何
を

す
べ
き
か
』
だ
け
を
考
え
て
、
い
ろ
い
ろ

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
思
い

が
け
な
く
従
来
と
異
な
る
年
度
と
な
っ
た

生
徒
会
活
動
で
す
が
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン

ス
と
捉
え
、
新
し
い
試
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
貴
重
な
機
会
だ
と
思
い
、
引
き
続

き
活
動
し
た
い
で
す
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

人
と
繋
が
り
な
が
ら
今
で
き
る
こ
と
を
精

一
杯
で
き
る
幸
せ
と
、
た
く
さ
ん
の
感
謝

の
気
持
ち
を
感
じ
つ
つ
、
新
た
な
発
見
や

工
夫
を
し
な
が
ら
生
徒
会
活
動
は
続
い
て

い
き
ま
す
。

代
未
聞
の
事
態
の
始
ま
り
で
し
た
。
３
月

か
ら
休
校
措
置
に
よ
り
学
校
全
体
の
活
動

が
制
限
さ
れ
、
予
定
は
頓
挫
。
例
年
通
り

に
い
か
な
い
こ
と
に
落
胆
、
不
安
、
焦
り

を
感
じ
た
も
の
の
、
そ
こ
は
英
和
生
の
す

ご
い
所
。
絶
妙
に
し
な
や
か
に
、
新
た
に

で
き
る
こ
と
を
見
い
だ
し
な
が
ら
活
動
し

て
い
ま
す
。

S
t
a
y  

H
o
m
e
期
間

　
生
徒
会
役
員
会
は
4
月
下
旬
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
で
ス
タ
ー
ト
し
、
こ
の
状
況
で
全

校
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
発
信
が
で
き
る
の

か
、
活
動
を
模
索
し
始
め
ま
し
た
。
オ
ン

ラ
イ
ン
役
員
会
で
相
談
し
、
デ
ー
タ
の
や

り
取
り
を
重
ね
、
5
月
19
日
に
生
徒
会
会

報
「
E
I
W
A 

T
I
M
E
S
」
と
S
t
a
y 

H
o
m
e
を
呼
び
か
け
る
動
画
を
H
P
で

配
信
し
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ブ
も
S
N
S
を

使
っ
て
連
絡
を
取
り
合
い
、
在
宅
の
中
で

で
き
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
姿
勢
に
は
、
自
分
た
ち
の
こ
と
だ

け
で
は
な
く
、
ず
っ
と
会
え
な
い
友
だ
ち

や
、
ま
だ
制
服
を
着
て
登
校
で
き
て
い
な

い
中
学
1
年
生
に
向
け
て
の
上
級
生
か
ら

年
度
4
月
か
ら
の
生
徒
会
活
動
は
、

誰
も
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
前

今 ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
、

新
し
い
試
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！！

生
徒
指
導
主
任　

黒
澤 

路
子

中高部

1

2

3 4

今年の楓祭のテーマは「再生」。
「一時停止からまた前に動き出そう」という気持ちを込めて。
※撮影時のみマスクを外して集まっています。

1.校歌を歌おうプロジェクト　2.新入生入会式の生徒会長あいさつ　3.英和結びの紹介　4.「ひんやり
マスク」の製作（売上金の一部はSave the Children JapanのPROTECT A GENERATIONに寄付）
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賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
０
年
4
月
に
事
務
部
長
を
拝
命

し
、
今
年
度
の
公
式
行
事
と
し
て
は
初
め

て
と
な
り
ま
す
9
月
卒
業
式
を
対
面
で
挙

行
で
き
、
卒
業
生
を
送
り
出
せ
ま
し
た
こ

と
は
、
と
て
も
感
慨
深
い
こ
と
で
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
未
だ

収
束
の
兆
し
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
本
学
に

お
け
る
こ
れ
ま
で
の
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応

を
振
り
返
り
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
指

様
に
は
、
大
学
の
事
務
運
営
に
関

し
常
日
頃
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

皆

針
の
糧
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
下
段
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

関
す
る
時
系
列
表
」
の
形
で
、
Ⅰ
期
、
Ⅱ

期
、
Ⅲ
期
、
と
整
理
し
て
み
ま
し
た
の
で
、

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

ま
ず
Ⅰ
期
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
特
別
措
置
法
の
成
立
と
緊
急
事
態

宣
言
が
発
出
さ
れ
た
時
期
で
す
。
皆
様
の

安
全
と
健
康
を
確
保
す
る
こ
と
が
最
優
先

の
使
命
と
な
り
ま
し
た
。
三
密
を
回
避
す

べ
く
、
卒
業
式
お
よ
び
入
学
式
等
の
行
事

は
中
止
と
し
、
学
内
へ
の
入
構
は
原
則
禁

止
と
い
う
中
で
、授
業
も
一
律
オ
ン
ラ
イ
ン

開
講
と
い
う
苦
渋
の
決
断
に
至
り
ま
し
た
。

学
生
の
皆
様
の
不
安
に
応
え
ら
れ
ま
す
よ

う
、
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
窓
口
に
よ
る
学
生

支
援
や
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
整
備
支
援
金
の

給
付
決
定
を
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
Ⅱ
期
は
、
緊
急
事
態
宣
言

の
解
除
を
契
機
に
、
本
学
も
「
健

康
と
安
全
」
と
「
学
修
機
会
」
の

両
立
を
施
す
措
置
に
踏
み
切
り
ま

し
た
。
①
学
内
施
設
に
お
け
る
消

毒
・
三
密
対
策
の
徹
底
に
加
え
、

入
構
管
理
に
お
い
て
は
、
健
康
相

談
室
特
設
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
保

健
師
常
駐
態
勢
の
下
、
サ
ー
マ
ル

カ
メ
ラ
等
に
よ
る
水
際
対
策
を
強

化
い
た
し
ま
し
た
。
②
教
育
研
究

に
必
要
不
可
欠
な
学
内
施
設
で
あ

る
、
図
書
館
、
Ｐ
Ｃ
ル
ー
ム
、
キ

ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
、
学
習
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
、
教
職
実
習
セ
ン
タ

ー
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
等
の
利
用
開

放
を
い
た
し
ま
し
た
。
③
４
月
か
ら
延
期

し
て
お
り
ま
し
た
健
康
診
断
も
、
７
月
か

ら
8
月
の
計
6
回
の
土
日
を
利
用
し
、
分

散
登
校
・
教
室
分
散
を
施
し
、
約

1
8
0
0
名
の
方
に
無
事
受
診
い
た
だ

き
ま
し
た
。
来
校
に
不
安
の
あ
る
学
生
の

方
に
は
外
部
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合

の
補
助
金
を
ご
用
意
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
不
安
が
あ
る
学
生
の
方
の
た
め
に
、

健
康
相
談
室
と
学
生
相
談
室
に
お
け
る
一

層
の
サ
ポ
ー
ト
態
勢
を
敷
い
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
9
月
以
降
の
Ⅲ
期
に
つ
い
て

で
す
。
後
期
の
授
業
は
、
教
職
・
実
習
等

資
格
要
件
に
関
わ
る
授
業
を
優
先
的
に
対

面
授
業
と
し
、
そ
れ
以
外
は
オ
ン
ラ
イ
ン

開
講
と
し
ま
し
た
。
対
面
促
進
の
観
点
か

ら
、
各
学
科
主
催
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
実
施

に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
公
認
部
団

体
の
活
動
も
許
可
制
で
開
始
さ
れ
、
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
も
再
開
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
学

生
の
皆
様
の
姿
を
拝
見
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
教
職
員
に
と
っ
て
何
よ
り
の
喜
び
で

す
。
後
期
授
業
受
講
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
や

学
費
相
談
窓
口
設
置
等
を
通
し
、
学
生
の

皆
様
の
利
便
に
一
層
資
す
る
よ
う
工
夫
を

凝
ら
し
て
い
く
所
存
で
す
。

次
年
度
は
、
充
分
な
感
染
防
止
策
を
施

し
、
可
能
な
限
り
の
対
面
授
業
を
推
進
す

る
方
針
で
す
。

引
き
続
き
皆
様
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

大
学
に
お
け
る

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応

大
学
事
務
部
長　

石
井 

洋
之

Ⅰ期：3月～ 5月 Ⅱ期：6月～ 8月 Ⅲ期：9月以降

主な大学行事
（×は中止）

×卒業式
×入学式・オリエンテーション
×オリエンテーション合宿

　9月卒業式
×かえで祭

主な学内対応 　前期授業 /一律オンライン
　オンライン環境整備支援金の給付決定

　教育施設の利用開放
　健康相談室特設ブース設置
　健康診断実施

　後期授業 /対面とオンラインの併用
　オンライン保護者会
　公認部団体活動再開（許可制）

政府等の動き
（×は中止・延期）

　緊急事態宣言発出（4月）
　文部科学省『学生支援緊急給付金』制度
　緊急事態宣言解除（5月）

×東京五輪・パラリンピック延期
　GoToトラベルキャンペーン開始

　入国制限措置緩和

コロナ累計感染者数
（世界 /日本）

４月上旬
（100万人超／3,000人超）

6月上旬
（600万人超／16,000人超）

11月下旬
（5,800万人超／13万人超）

〈2020年新型コロナウイルスに関する時系列表〉

5号館1階に設置したサーマルカメラ
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大
学
は
2
0
2
0
年
度
、
原
則
と
し
て

授
業
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
、
ど
う
し

て
も
対
面
で
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

科
目
の
み
後
期
よ
り
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
講

す
る
と
い
う
方
針
で
授
業
を
執
り
行
い
ま

し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
へ
の
移
行
決
定

が
新
年
度
に
入
っ
た
直
後
だ
っ
た
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
混
乱
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
し
、

実
際
に
少
な
か
ら
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

ま
し
た
。
し
か
し
、「
学
生
の
学
び
を
止

め
て
は
な
ら
な
い
」
を
合
言
葉
に
教
職
員

が
一
丸
と
な
り
、
5
月
13
日
よ
り
前
期
を

開
始
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
化
で
大
学
が
直
面
し

た
困
難
は
、
教
職
員
の
み
な
ら
ず
、
学
生

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ス
キ
ル
や
通
信
環
境

も
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
こ
と
、
学
修
や
学

生
生
活
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
―
―

図
書
館
、
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
、
食
堂
、
チ

ャ
ペ
ル
、
学
生
相
談
室
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
な
ど
―
―
も
オ
ン
ラ
イ
ン
へ
の
対
応

を
迫
ら
れ
た
こ
と
、
大
学
が
発
信
す
る
情

報
が
学
生
に
な
か
な
か
伝
わ
ら
ず
学
生
の

不
安
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
し
た
。
と
り
わ

け
、
大
学
を
知
ら
な
い
新
入
生
を
ど
の
よ

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
社
会
的
影

響
拡
大
の
中
、
東
洋
英
和
女
学
院

新

ン
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
が
、
こ
の
オ
ル
ガ

ン
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
受
け
持
つ
株
式
会

社
マ
ナ 

オ
ル
ゲ
ル
バ
ウ
に
よ
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
礼
拝
堂
の
オ
ル
ガ
ン
は
米
国
ノ

ア
ッ
ク
社
制
作
で
、
1
9
9
3
年
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
日
常
の
礼
拝
、
チ
ャ
ペ

ル
コ
ン
サ
ー
ト
や
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
と
い

っ
た
大
学
行
事
、
学
生
オ
ル
ガ
ン
講
習
会
、

生
涯
学
習
講
座
等
に
用
い
ら
れ
、
今
年
で

設
置
28
年
と
な
り
ま
し
た
。
数
年
前
よ
り

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
（
楽
器
を
解
体
し
、
細

か
な
点
検
や
調
整
、
補
修
、
耐
震
補
強
、

オ
ル
ガ
ン
内
の
清
掃
を
経
て
再
度
組
み
立

て
を
す
る
こ
と
）
が
望
ま
れ
、
つ
い
に
施

工
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
オ
ル
ガ
ン
の
周
り
に
足
場
が
組

ま
れ
、
パ
イ
プ
が
1
本
ず
つ
オ
ル
ガ
ン
本

体
か
ら
取
り
外
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
の
オ

ル
ガ
ン
に
は
人
の
身
長
を
優
に
超
え
る
長

さ
の
パ
イ
プ
か
ら
お
箸
サ
イ
ズ
の
も
の
ま

で
、
計
1
1
5
4
本
の
パ
イ
プ
が
あ
り

ま
す
。
取
り
外
さ
れ
た
パ
イ
プ
に
は
、
内

部
の
ホ
コ
リ
除
去
作
業
や
ゆ
が
み
の
補
正
、

耐
震
補
強
等
が
施
さ
れ
ま
し
た
。
並
行
し

て
、
空
洞
と
な
っ
た
オ
ル
ガ
ン
本
体
の
掃

除
機
掛
け
や
、
足
元
に
あ
る
鍵
盤
を
照
ら

す
照
明
を
L
E
D
対
応
に
す
る
と
い
っ
た

０
２
０
年
６
月
29
日
か
ら
7
月
30

日
ま
で
、
礼
拝
堂
パ
イ
プ
オ
ル
ガ

２

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
移
行
の

困
難
と
対
応

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た

う
に
大
学
で
の
学
習
に
適
応
さ
せ
る
か
は
、

教
職
員
の
大
き
な
挑
戦
と
な
り
ま
し
た
。

授
業
に
つ
い
て
は
、
教
務
委
員
会
と

F
D
委
員
会
の
連
携
に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
の
組
み
立
て
方
や
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
支
援
シ
ス
テ
ム
の
使
い
方
な
ど
の
講
習

会
を
複
数
回
開
催
し
、
ま
た
メ
ー
ル
に
よ

る
相
談
窓
口
を
開
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

教
員
の
混
乱
を
最
小
限
に
留
め
る
努
力
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
学
生
に
対
し
て
も
、

各
学
部
学
科
と
学
修
支
援
委
員
会
が
中
心

と
な
り
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
相
談
に
対
応
し

ま
し
た
。

学
生
と
教
職
員
双
方
が
そ
れ
な
り
に
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
と
そ
の
運
営
に
慣
れ
た
現

在
、
対
面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

大
学
の
重
要
な
価
値
を
構
成
し
て
い
た
の

だ
と
い
う
こ
と
を
、
よ
り
一
層
意
識
さ
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
関

す
る
評
価
と
反
省
を
も
と
に
、
今
後
も
学

生
の
学
修
と
大
学
生
活
の
充
実
に
尽
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

国
際
社
会
学
部 

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
教
授　

平
体 
由
美

大学・大学院

工
事
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
作
業
が
終
わ
る
と
パ
イ
プ
が

再
び
オ
ル
ガ
ン
に
戻
さ
れ
、
本
学
の
礼
拝

堂
に
合
わ
せ
て
整
音
（
音
の
調
整
）
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
学
院
オ
ル
ガ
ニ
ス

ト
の
武
田
ゆ
り
先
生
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た

オ
ル
ガ
ン
を
実
際
に
弾
い
て
確
認
し
て
い

た
だ
き
、
作
業
完
了
と
な
り
ま
し
た
。
オ

ー
バ
ー
ホ
ー
ル
は
そ
の
多
く
が
職
人
さ
ん

た
ち
に
よ
る
手
作
業
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

礼
拝
堂
に
集
う
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
す

が
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
オ
ル
ガ
ン
が
音

楽
を
ま
す
ま
す
豊
か
に
響
か
せ
、
神
を
賛

美
す
る
楽
器
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。

右／オルガンの周りに足場が組まれ、パイプが次々に外されていきました
左／ふいごの補修に使用するテープを丁寧に調整しています

オンライン授業の準備風景（フレッシュマン・セミナー）
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小学部

小
学
部
長　

山
本 

香
織

右／毎日繰り返し練習し、空手の難しい形に挑戦中（2年生）
左／自分で調べたレシピを書き写し、計量からすべて一人でやるお菓子づくり（3年生）

右／姉妹で教会バザーへの献品をたくさん制作中（2年生・4年生）
左／毎日の報道による不安な気持ちや、友だちと会えないさびしさが、お琴の音色に
よって落ち着くそうです（5年生）

「
だ
れ
も
が
ユ
ニ
ー
ク
な
わ
た
し
」
で
す
。

こ
の
研
究
目
標
は
各
教
科
の
次
年
度
の
指

導
に
備
え
る
た
め
に
、
前
年
度
中
に
定
め

る
も
の
で
す
。

ユ
ニ
ー
ク
＝
と
っ
ぴ
で
あ
る
、
と
マ
イ

ナ
ス
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
や
す
い
で
す

が
、
本
来
は
「
唯
一
」
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
誰
も
が
神
に
よ
り
造
ら
れ
た
た
っ
た

一
人
の
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
る
、

と
い
う
意
味
を
持
つ
素
敵
な
言
葉
で
す
。

そ
こ
で
小
学
部
で
は
、一
人
ひ
と
り
が「
ユ

ニ
ー
ク
な
わ
た
し
」
で
あ
る
こ
と
を
宝
物

の
よ
う
に
愛
お
し
み
、
本
来
持
つ
固
有
の

考
え
、
力
、
ペ
ー
ス
を
、
最
大
限
生
か
す

教
育
を
行
い
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
実
は

一
定
の
時
間
割
に
よ
り
一
斉
に
進
め
ら
れ

る
授
業
の
中
で
、
こ
れ
ら
を
目
指
す
こ
と

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
自
が
自

分
、そ
し
て
他
者
の
大
切
な
「
ユ
ニ
ー
ク
」

に
気
づ
き
、
学
び
合
う
こ
と
で
成
長
し
て

ほ
し
い
と
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
。

そ
こ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
た
め
休
校
に
よ
る
新
年
度
の
始
ま
り
、

と
い
う
か
つ
て
な
い
事
態
が
起
き
た
わ
け

で
す
。
し
か
し
こ
れ
は
逆
に
、
一
人
ひ
と

学
部
が
2
0
2
0
年
度
の
た
め

に
定
め
た
教
科
教
育
研
究
目
標
は
、

小 ユ
ニ
ー
ク
な

「
わ
た
し
プ
ラ
ン
」

り
に
固
有
の
時
間
が
た
っ
ぷ
り
与
え
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
し
か
し
た
ら
そ

の
環
境
の
中
で
、
む
し
ろ
私
ど
も
の
目
指

す
「
だ
れ
も
が
ユ
ニ
ー
ク
な
わ
た
し
」
が

進
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し

た
。
そ
こ
で
4
月
当
初
よ
り
、
一
人
ひ
と

り
に
定
め
て
も
ら
っ
た
の
が
「
わ
た
し
プ

ラ
ン
」
で
す
。
も
ち
ろ
ん
各
学
年
、
各
教

科
か
ら
自
宅
学
習
期
間
中
の
課
題
は
出
ま

し
た
が
、
そ
れ
と
は
別
に
子
ど
も
た
ち
自

身
が
考
え
、
決
め
る
も
の
で
、「
宿
題
」

で
は
な
く
テ
ー
マ
も
や
り
方
も
自
由
で
す
。

感
染
症
の
不
安
と
緊
張
の
中
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
休
校
中
に
た
く
さ
ん
の
素
敵

な
「
ユ
ニ
ー
ク
」
が
育
っ
た
の
で
い
く
つ

か
紹
介
い
た
し
ま
す
。

•
１
年
生

「
な
わ
と
び
の
達
人
に
な
る
」

「
手
話
を
学
ぶ
」

•
２
年
生

「
お
料
理
名
人
（
昼
の
メ
ニ
ュ
ー
担
当
）」

「
も
ら
っ
た
人
が
喜
ぶ
絵
を
添
え
て
手
紙

を
書
く
（
み
ん
な
ず
っ
と
家
か
ら
出
ら
れ

な
い
か
ら
）」

•
３
年
生

「
日
本
地
図
博
士
に
な
る
」

「
マ
ラ
ソ
ン
と
読
書
」

•
４
年
生

「
将
棋
の
棋
力
を
あ
げ
る
」

「
ウ
ク
レ
レ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

•
５
年
生

「
ク
ロ
ス
ス
テ
ッ
チ
に
挑
戦
」

「
お
家
の
シ
ェ
フ
に
な
る
」

•
６
年
生

「
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
毎
日
す
る
」

「
家
の
園
芸
担
当
大
臣
に
な
る
」

お
う
ち
の
方
も
「
わ
た
し
プ
ラ
ン
」
を

た
く
さ
ん
応
援
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

＊
お
う
ち
の
方
の
声
よ
り

「
世
界
も
日
本
も
大
変
な
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
や
り
た
い
こ
と
を
と
こ
と
ん
で

き
る
特
別
な
時
間
を
い
た
だ
い
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
」

「
自
分
の
力
を
す
こ
し
ず
つ
伸
ば
し
な
が

ら
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
で
き
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
」

「
大
変
な
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
小
学

生
だ
か
ら
こ
そ
、
勉
強
だ
け
で
な
く
い
ろ

い
ろ
な
体
験
を
す
る
こ
と
で
心
豊
か
に
成

長
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
」

「
一
人
で
や
ろ
う
と
す
る
行
動
力
に
感
心

し
、
成
長
を
感
じ
て
い
ま
す
」

「
自
分
と
向
き
合
う
こ
と
で
、
自
分
の
こ

と
が
分
か
る
機
会
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
」

「
普
段
は
倍
速
で
時
が
流
れ
て
い
る
の
で
、

将
来
あ
の
頃
楽
し
か
っ
た
ね
、
と
言
え
る

よ
う
に
家
族
で
大
切
に
過
ご
し
て
い
ま
す
」

小
学
部
の
子
ど
も
た
ち
は
、
持
ち
前
の

元
気
と
明
る
さ
で
、
思
い
が
け
ず
与
え
ら

れ
た
か
け
が
え
の
な
い
時
を
、
結
構
刺
激

的
に
、
有
意
義
に
過
ご
し
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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動画のお便りを見ながら踊っている様子

教師手作りの幼稚園すごろくを楽しむ子どもたち

ま
し
た
。
4
月
か
ら
約
2
ヶ
月
休
園
が
続

き
手
紙
や
メ
ー
ル
な
ど
を
各
家
庭
に
送
り

ま
し
た
が
、
幼
稚
園
側
か
ら
一
方
通
行
な

お
知
ら
せ
が
多
く
な
り
、
言
葉
の
や
り
と

り
も
大
切
と
感
じ
、
電
話
を
か
け
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
自
分
の
組
も
担
任
の
名
前

も
知
ら
な
い
状
況
で
し
た
の
で
、
ま
ず
担

任
か
ら
挨
拶
を
し
、
子
ど
も
の
声
を
聞
き
、

ご
家
族
の
心
身
の
健
康
状
態
を
確
認
し
ま

し
た
。
体
力
を
持
て
余
し
て
い
る
子
ど
も

0
2
0
年
は
、
か
つ
て
な
い
出

来
事
の
中
、
新
し
い
年
度
を
迎
え

2 前
を
向
い
て

の
相
手
で
疲
れ
た
様
子
の
保
護
者
の
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
シ
ー
ツ
で
テ

ン
ト
を
作
り
か
く
れ
ん
ぼ
を
し
て
い
た
り
、

朝
早
く
に
起
床
し
て
散
歩
を
し
た
り
、
ベ

ラ
ン
ダ
に
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
を
敷
き
キ
ャ

ン
プ
ご
っ
こ
を
し
た
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
工
夫
を
し
て
過
ご
さ
れ
て
い
る
様
子
で

し
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
神
様
に
お
祈
り
を

し
て
い
る
と
い
う
声
も
聞
か
れ
、
神
様
の

愛
の
う
ち
に
過
ご
し
て
い
る
こ
と
を
幸
い

に
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
幼
稚
園
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
休
園
中
で
も
で
き

る
こ
と
を
教
師
全
員
で
考
え
ま
し
た
。
担

任
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
向
け
た
手
書
き
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
お
す
す
め
の
絵
本
紹
介
、

手
作
り
石
鹸
、
教
師
手
作
り
の
「
幼
稚
園

す
ご
ろ
く
」「
ス
リ
ー
ヒ
ン
ト
ゲ
ー
ム
」（
字

た
ち
は
手
を
洗
っ
て
か
ら
身
支
度
を
始
め

ま
す
。
庭
で
遊
ん
だ
後
は
、
距
離
を
保
ち

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用
し
、
お
や
つ
や

お
弁
当
を
い
た
だ
き
ま
す
。
ク
ラ
ス
の
集

ま
り
も
、
三
密
を
避
け
て
ホ
ー
ル
で
踊
っ

た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
て
楽
し
い
時
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

久
し
ぶ
り
の
幼
稚
園
で
少
し
緊
張
し
て

い
る
子
ど
も
や
、
保
護
者
と
離
れ
る
こ
と

に
不
安
を
覚
え
る
子
ど
も
、
や
っ
と
遊
べ

る
こ
と
が
嬉
し
く
て
興
奮
気
味
な
子
ど
も

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。
し
ば
ら
く
は
ク

ラ
ス
半
数
ず
つ
の
分
散
登
園
と
な
り
、

「
〇
〇
ち
ゃ
ん
元
気
か
な
あ
？
」「
今
日
は
、

〇
〇
ち
ゃ
ん
幼
稚
園
に
く
る
の
？
一
緒
に

遊
び
た
い
な
」
と
友
だ
ち
の
事
を
気
に
か

け
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
気
温
も
高
く

な
り
、
外
出
を
控
え
て
い
た
子
ど
も
た
ち

の
体
力
面
を
考
慮
す
る
と
共
に
、
外
遊
び

の
際
に
は
熱
中
症
対
策
の
た
め
の
日
よ
け

の
タ
ー
プ
の
下
で
、
す
の
こ
を
敷
き
ま
ま

ご
と
を
し
た
り
、
三
輪
車
を
走
ら
せ
屋
外

で
の
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
自
分

の
や
り
た
い
遊
び
に
取
り
組
む
子
ど
も
た

ち
の
姿
は
生
き
生
き
と
し
て
い
て
輝
い
て

見
え
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
予
防
の
た
め
、
楽
し
み
に
し
て
い

た
行
事
は
中
止
や
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

行
事
内
容
を
見
直
し
、
年
長
組
の
夏
の
宿

泊
行
事
や
秋
の
り
ん
ご
園
遠
足
の
か
わ
り

に
、
年
長
組
だ
け
が
登
園
す
る
特
別
な
日

を
設
け
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
幼
稚
園
で
過

ご
し
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
、
普

段
の
遊
び
の
中
で
は
体
験
で
き
な
い
特
別

な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

大
人
に
と
っ
て
は
、
環
境
が
変
わ
り
不

便
に
思
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
子
ど

も
た
ち
は
今
で
き
る
こ
と
の
中
で
何
を
し

よ
う
か
と
、
心
を
弾
ま
せ
な
が
ら
「
た
の

し
い
！
」
を
存
分
に
感
じ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
一
人
ひ
と
り
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を

見
て
、
何
を
感
じ
て
い
る
の
か
、
何
を
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
子
ど
も
た
ち
の

心
の
動
き
を
こ
れ
か
ら
も
大
事
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お

い
て
も
共
に
育
つ
喜
び
を
覚
え
神
様
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
楓
園
」
を
手
に

取
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
頃
に
は
ど
の
よ

う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？
見
当
も
つ
き
ま
せ
ん
が
少
し
で
も
安

心
す
る
こ
と
が
増
え
、
世
界
中
の
人
々
が

希
望
を
も
っ
て
明
る
い
明
日
へ
と
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
よ
う
に
と
祈
り
ま
す
。

の
な
い
カ
ル
タ
）
な
ど
を
配
付

し
ま
し
た
。
ま
た
、
幼
稚
園
の

様
子
を
伝
え
る
た
め
に
動
画
を

10
回
配
信
し
、
春
の
庭
の
様
子

や
、
親
子
で
も
楽
し
め
る
遊
び

（
手
遊
び
・
踊
り
・
小
麦
粉
粘

土
作
り
）
を
紹
介
し
ま
し
た
。

三
密
を
避
け
つ
つ
新
し
い
生

活
様
式
を
取
り
入
れ
、
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
楽
し
く
過
ご

せ
る
よ
う
な
対
策
や
工
夫
を
し
、

6
月
に
始
業
と
な
り
ま
し
た
。

各
家
庭
で
検
温
し
、
登
園
時
に

担
任
に
体
温
を
伝
え
、
ご
家
族

の
体
調
な
ど
も
伺
い
、
子
ど
も

東洋英和幼稚園

担
任　

中
村 

友
紀
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大学付属かえで幼稚園

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
保
護
者
に
と
っ

て
も
卒
業
・
入
園
・
進
級
の
春
で
あ
り
、

希
望
と
共
に
緊
張
が
入
り
混
じ
る
季
節
で

し
た
。
私
た
ち
は
、
感
染
状
況
の
先
が
見

え
な
い
中
に
あ
っ
て
、「
こ
の
期
間
を
家

庭
で
過
ご
す
親
子
が
、
神
さ
ま
に
守
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
安
心
し
、
ま
た
園
の
保
育

者
た
ち
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
な
が
ら
、

家
族
と
と
も
に
落
ち
着
い
て
喜
ん
で
過
ご

せ
ま
す
よ
う
に
」
と
願
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
毎
朝
、
教
職
員
の
祈
祷
会
を
続
け

急
事
態
宣
言
に
よ
り
休
園
と
な
っ

た
２
０
２
０
年
3
月
か
ら
5
月
は
、

緊 祈
り
な
が
ら
、
信
頼
を
つ
な
ぎ
、

楽
し
み
を
蓄
え
た
日
々

ま
し
た
（
在
宅
勤
務
の
日
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
祈
り
を
共
有
し
ま
し
た
）。

か
え
で
幼
稚
園
で
は
、
休
園
期
間
に
園

と
家
庭
と
を
結
ぶ
ツ
ー
ル
と
し
て
、
あ
え

て
手
紙
に
よ
る
通
信
を
大
切
に
し
ま
し
た
。

毎
週
毎
週
A
4
サ
イ
ズ
の
茶
封
筒
や
レ

タ
ー
パ
ッ
ク
に
、
親
子
へ
の
思
い
を
込
め

て
の
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
入
れ
て
、
家
庭

へ
と
投
函
し
続
け
ま
し
た
。

例
え
ば
…
担
任
か
ら
子
ど
も
へ
の
カ
ー

ド
（
季
節
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
や
、
イ
ー

ス
タ
ー
カ
ー
ド
や
母
の
日
カ
ー
ド
等
）・

保
護
者
へ
の
確
認
や
励
ま
し
合
い
の
言
葉

と
親
子
の
生
活
の
ヒ
ン
ト
を
書
い
た
手

紙・聖
書
の
み
言
葉
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ・

遊
び
の
ヒ
ン
ト
・
草
花
や
虫
の
こ
と
等
、

春
の
自
然
の
楽
し
み
方
・
子
ど
も
が
手
作

業
を
す
る
た
め
の
素
材
・
い
の
ち
の
芽
生

え
を
楽
し
む
た
め
の
種
と
コ
ッ
ト
ン
・
毛

糸
で
編
ん
だ
あ
や
と
り
の
紐
・
さ
ん
び
か

の
絵
本
・
ク
レ
ヨ
ン
・
幼
稚
園
の
住
所
を

書
き
入
れ
た
返
信
用
の
ハ
ガ
キ
…
そ
し
て
、

「
か
え
で
だ
よ
り
」
と
称
す
る
便
り
を
入

れ
ま
し
た
。「
か
え
で
だ
よ
り
」
に
は
、

先
生
た
ち
の
紹
介
や
、
毎
週
変
化
す
る
春

か
ら
初
夏
へ
の
園
庭
の
様
子
や
、
先
生
た

ち
が
保
育
再
開
に
向
け
て
楽
し
み
な
が
ら

準
備
し
て
い
る
こ
と
や
、
絵
本
や
歌
の
紹

介
、
園
に
い
る
ダ
ン
ゴ
ム
シ
や
カ
メ
の
物

語
等
を
写
真
や
絵
と
共
に
プ
リ
ン
ト
に
し

ま
し
た
（
5
月
に
な
っ
た
頃
に
は
、
3
月

に
卒
業
し
小
学
校
の
入
学
式
を
待
っ
て
過

ご
し
て
い
た
新
1
年
生
た
ち
に
も
手
紙
を

出
し
ま
し
た
）。

週
楽
し
み
で
し
た
」、「
幼
稚
園
と
の
つ
な

が
り
を
感
じ
て
い
ま
す
」、「
伝
え
て
い
た

だ
い
た
言
葉
を
心
に
と
め
て
生
活
リ
ズ
ム

や
遊
び
を
大
切
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
」

等
の
お
声
を
い
た
だ
き
、
一
方
通
行
で
は

な
い
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

昨
年
6
月
に
保
育
が
再
開
さ
れ
た
時
、

子
ど
も
た
ち
の
動
き
出
す
姿
に
数
か
月
の

空
白
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、

各
家
庭
で
の
子
ど
も
の
時
間
（
生
活
や
遊

び
）
が
守
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
し
、
毎
週
送
っ
た
通
信
に
よ
っ
て

育
ま
れ
た
信
頼
と
楽
し
み
が
あ
っ
た
か
ら

だ
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

6
月
か
ら
は
、
感
染
予
防
に
配
慮
を
し

て
の
保
育
を
重
ね
て
い
ま
す
。
マ
ス
ク
や

消
毒
、
三
密
の
回
避
な
ど
い
つ
も
と
違
う

日
常
で
は
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は

例
年
と
同
じ
よ
う
に
礼
拝
を
守
り
、
保
育

室
で
も
庭
で
も
ホ
ー
ル
で
も
心
と
身
体
を

動
か
し
て
遊
び
、
人
と
関
わ
り
な
が
ら
体

験
を
重
ね
る
幼
児
期
を
生
き
て
い
ま
す
。

今
を
喜
ん
で
過
ご
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち

を
見
て
い
て
、
私
た
ち
は
あ
ら
た
め
て
何

が
大
切
か
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
ま
た
保

護
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
中
で
、
今
年

な
ら
で
は
の
保
育
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と

は
、
大
き
な
恵
み
で
す
。「
コ
ロ
ナ
禍
だ

か
ら
仕
方
な
い
」
と
思
う
の
で
は
な
く
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
を
し

な
が
ら
与
え
ら
れ
る
時
間
を
感
謝
し
、
祈

り
合
い
な
が
ら
、
子
ど
も
と
の
豊
か
な
日

常
を
創
り
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

茶
封
筒
の
中
身
を
作

る
作
業
に
は
時
間
も
手

間
も
か
か
り
ま
し
た
が
、

そ
の
こ
と
が
私
た
ち
教

職
員
に
と
っ
て
も
心
の

支
え
と
新
年
度
の
保
育

へ
の
備
え
に
な
り
ま
し

た
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
の
頃
に
各
家
庭
に

電
話
を
し
、
保
護
者
の

方
と
ひ
と
と
き
の
対
話

の
時
間
を
も
ち
ま
し
た

が
、
そ
の
折
に
多
く
の

方
か
ら
「
子
ど
も
と
一

緒
に
ポ
ス
ト
を
の
ぞ
き

手
紙
を
待
つ
こ
と
が
毎

上／�2020年秋、新型コロナウイルスの感染予防をする中、子どもたちは喜んでそれぞれ
の遊びを楽しんでいます

下／休園中に幼稚園から各ご家庭に送っていた「かえでだより」より
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同窓会／後援会

同
窓
会
会
長

退
任
に
あ
た
っ
て

後
援
会
会
長

就
任
に
あ
た
っ
て

後
援
会
会
長

退
任
に
あ
た
っ
て

同
窓
会
会
長

就
任
に
あ
た
っ
て

い
ま
、
世
界
は
大
き
な
混
乱
と
悲
し
み

の
中
に
あ
り
ま
す
。
同
窓
会
も
交
わ
る
事
、

集
う
事
が
許
さ
れ
ず
、
思
っ
て
も
い
な
か

っ
た
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
ま
し
た
。
本

年
度
の
同
窓
会
総
会
は
議
案
送
付
に
て
行

い
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
承
認
を
い
た
だ
き

会
長
と
し
て
用
い
ら
れ
る
事
に
な
り
ま
し

た
。同

窓
会
は
大
き
な
曲
が
り
角
に
来
て
お

り
ま
す
。
伝
統
と
歴
史
を
大
切
に
思
う
東

光
会
、
法
人
化
を
目
指
す
大
学
の
楓
美
会
、

や
む
な
く
休
会
を
模
索
す
る
旧
短
大
３
会
。

そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
お
役
目
が
与
え

ら
れ
る
よ
う
に
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。
６

年
間
勤
め
ら
れ
た
山
北
前
会
長
よ
り
引
き

継
ぐ
重
責
に
身
の
引
締
ま
る
思
い
で
お
り

ま
す
。
貧
し
い
器
で
は
あ
り
ま
す
が
、
き

っ
と
神
様
が
最
善
に
導
い
て
く
だ
さ
る
と

信
じ
て
祈
り
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
神
を
思
い
、
人
に
仕

え
る
虔
し
い
同
窓
会
で
あ
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

矢野 久美子

と
東
洋
英
和
女
学
院
同
窓
会
会
長
の
責

任
を
矢
野
新
会
長
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

う

嬉
し
い
出
会
い
、
よ
喜
び
の
出
会
い
を
沢

山
い
た
だ
い
た
6
年
間
で
し
た
。
欠
け
の

多
い
器
に
も
か
か
わ
ら
ず
沢
山
の
お
支
え

を
う
受
け
た
こ
と
を
只
々
、
感
謝
す
る
ば

か
り
で
す
。
え
遠
大
な
希
望
と
い
一
途
な

神
様
へ
の
信
頼
の
み
で
わ
我
が
国
の
●じ
よ

女
子
の
●が
く
学
問
の
扉
を
開
く
た
め
に

い
命
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
せ
ん
宣
教
師

の
方
々
の
熱
き
想
い
は
今
も「
敬
神
奉
仕
」

に
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
●ど
ん
な
混
迷
の

中
に
置
か
れ
て
も
、
う
内
な
る
心
は
神
様

を
見
上
げ
つ
つ
、
そ
外
な
る
事
柄
に
は
仕

え
る
心
で
う
打
つ
手
を
か
考
え
て
い
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
い
ま
す
。
英
和
生
の

大
好
き
な
讃
美
歌
「
愛
の
わ
ざ
は
小
さ
く

て
も
神
の
御
手
が
は
た
ら
い
て
」
を
歌
い

つ
つ
、
東
洋
英
和
女
学
院
の
す
べ
て
の
働

き
の
上
に
、
学
院
同
窓
会
の
歩
む
道
の
上

に
神
様
の
御
手
が
豊
か
に
注
が
れ
ま
す
よ

う
お
祈
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

山北 千世

こ
の
度
、
長
き
に
わ
た
っ
て
後
援
会
活

動
を
支
え
ら
れ
た
小
泉
会
長
の
後
任
と
し

て
、
学
院
か
ら
の
ご
推
薦
と
役
員
会
で
の

承
認
を
賜
り
、
後
援
会
会
長
の
大
役
を
仰

せ
つ
か
り
ま
し
た
牧
と
申
し
ま
す
。

東
洋
英
和
女
学
院
後
援
会
は
１
９
２
９

年
に
校
地
拡
張
・
校
舎
新
築
事
業
を
支
援

す
る
た
め
に
発
足
し
、
現
在
で
は
幼
稚
園

か
ら
大
学
の
保
護
者
で
構
成
す
る
大
き
な

組
織
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
「
楓
の
会
」

を
通
じ
て
東
洋
英
和
に
縁
を
持
つ
全
て
の

方
々
と
目
的
を
同
じ
く
し
て
学
院
の
発
展

を
支
え
る
組
織
で
も
あ
り
ま
す
。

六
本
木
西
地
区
再
開
発
事
業
も
道
半
ば

で
あ
り
、
遠
隔
授
業
や
分
散
登
校
な
ど
の

新
た
な
課
題
も
生
じ
る
中
、
子
ど
も
た
ち

の
教
育
環
境
整
備
等
を
支
援
す
る
後
援
会

の
役
割
は
多
様
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

後
援
会
員
の
皆
様
に
は
後
援
会
活
動
に

対
す
る
従
前
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
し
、
会
長
就
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 牧 健太郎

こ
の
度
、
娘
の
卒
業
と
と
も
に
お
役
目

の
た
す
き
を
牧
会
長
に
お
渡
し
す
る
事
と

な
り
ま
し
た
。
後
援
会
員
の
皆
様
、
特
に

歴
代
常
任
役
員
と
学
院
事
務
局
の
皆
様
の

多
大
な
る
ご
協
力
に
よ
り
後
援
会
運
営
を

全
う
す
る
事
が
で
き
、
深
い
感
謝
と
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
学
院
を
と
り
ま
く
環

境
の
変
化
は
、
少
子
化
や
六
本
木
西
地
区

再
開
発
な
ど
予
期
で
き
る
も
の
、
そ
し
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
な
ど
予
期
で

き
な
い
も
の
も
含
め
、
学
院
に
柔
軟
で
賢

明
な
対
応
を
求
め
続
け
て
い
る
よ
う
に
見

え
ま
す
。
後
援
会
は
そ
う
し
た
変
化
に
対

応
し
、
学
院
を
お
支
え
す
る
環
境
を
整
え

る
た
め
、
後
援
会
員
の
評
議
員
会
へ
の
参

加
や
楓
の
会
の
更
な
る
拡
充
を
学
院
と
共

に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
こ
う
し

た
種
が
、
少
し
で
も
学
院
が
将
来
に
わ
た

っ
て
学
院
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
の
安
心

と
誇
り
を
紡
い
で
い
く
場
所
と
な
り
、
神

に
愛
さ
れ
友
と
師
と
充
実
し
た
毎
日
を
過

ご
す
娘
た
ち
の
東
洋
英
和
で
の
時
間
の
支

え
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

小泉 光人
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Cartmell’s Prayer
［宗 教 教育委員会］

み言葉に支えられて
今年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大により、
各部でもさまざまなことが変更、延期、中止せざるを得ない状態となりました。
今でも予断を許さない状況が続いています。
そのような不安の中で、私たちの心を支え、励ましてきたものがありました。
それは、聖書のみ言葉です。
今回は、2020年 3月から各部がどのようにみ言葉を発信し支え合ってきたか、
また、このような事態だからこそ選ばれ、伝えられたみ言葉などをご紹介します。

ホームページに掲載された礼拝動画です。5月第5週目は器楽科の先生方、翌週は高2の生徒有志のピアノとヴァイオリンによる奏楽の奉仕がありました。（奏楽は各自が自宅で演奏したも
のを一つに合わせたものです。）
※遠隔授業期間の礼拝動画はホームページからご覧いただけます。（中高部ホームページ→カリキュラム→キリスト教教育）

宇田川真生さん

田中日菜さん

池田茉央さん

梅村たおさん

中学部・高等部は4月から約2か月間、自宅学習を行
うこととしました。具体的には、普段の学校生活で
大切にしているキリスト教教育である聖日礼拝出席、
朝の礼拝、聖書科の授業などを自宅学習（休校）期間
でも継続できるように次の三つの対応を行い、ホー
ムページとGoogle Classroomにアップしました。
1． 聖日礼拝を自宅からネットを通して守ることが
できるよう、ネット配信をしている教会のリス
トを紹介。

2． 毎朝学校での礼拝を通して心を神様に向け、聖
書の言葉を通して生き方（一日の生活）を考え
る時間が持てるよう、新学期の初めから、朝の
礼拝動画（前奏、聖書朗読、ショートメッセージ、
祈り、後奏）を配信。

3． 聖書科の学習のために、学校からの宅配便によ
り副教材と課題プリントを送り、課題の説明や
解答を動画で配信。

毎朝の礼拝動画配信を中心として
中高部 中学 3年生では、Ⅰ学期の終わりに聖書科の授業で

「Ⅰ学期を振り返って神様に感謝したいこと」を書く時間を設けました。
休校中のキリスト教教育についての感想を書いた生徒がたくさんいましたが、

その中からいくつかを紹介します。
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大学では5月13日よりオンラインで新年度
の授業開始となりました。それと共に、週毎
に礼拝動画を配信する「オンライン礼拝」も
開始しました。
教職員が礼拝説教、オルガン奏楽、動画編集、
短文執筆等の役割分担をし、完成した礼拝動
画を学内のポータルサイトに掲載しました。
学生・教職員がその週の内であればいつでも
視聴ができるようにしました。時間・場所を
問わずに礼拝を守ることが可能ということは
オンライン礼拝ならではの利点です。
大学は後期もオンライン授業とオンライン礼
拝を継続しています。礼拝堂に集って共に礼
拝を守ることができる日を待ち望みつつ、今
年度残りの礼拝も守っていきます。

オンライン授業と
オンライン礼拝の試み

大学

小学部では休校期間中、時間割に合わせて、全校礼拝のある水曜日とクラス礼拝のある金曜日に、み言
葉を配信しました（文字と画像だけ、あるいは音声付き）。

「5月の聖句」の日のメッセージです。
「キリストの言葉があなたがたの内に豊かに宿るようにしなさい。」（コロサイの信徒への手紙3章16節）

「3密」がいっぱいの小学部だったのに、今は、それはいけないことです。こんなときこそイエスさまと「3

密」です！ イエスさまはわたしたちの中に宿って、「3密」でいてくださるお方です。どんなことがあっ
ても安心ですね。

全校礼拝のある水曜日とクラス礼拝のある金曜日にみ言葉を配信
小学部

4月から6月7日までの休園期間、月の便り「かえで」に大切にしたい聖句とメッセージを添え
て毎月各家庭に郵送しました。
イースターには、教会に行くことができない子どもたちに向けて、絵本『こどものいのり』の中
からイースターのページを朗読し、動画配信をしました。
　“かみさま　イエスさまは　いまも　いきていらっしゃいます
　  なんて　すばらしいことでしょう
　  イエスさまのあとにしたがう　こどもに　してください”
例年は、近隣の教会に毎週のように通っている子どもたちですが、今年度は残念ながら通常通り
ではありません。そこで、子どもの礼拝（教会学校）のライブ配信をしている教会に了解を得て、「か
えで」にHPのURLを掲載させていただきました。感謝しています。

月の便り「かえで」に聖句とメッセージを添えて各家庭に郵送
東洋英和幼稚園

上／説教は伊勢田奈緒学院宗教部長、奏楽は武田ゆり学院オルガニ
ストが担当。その他にも何名かの教職員が短文執筆・週報作成を担
当しました。
下／動画編集は前期は国際社会学部国際コミュニケーション学科の
平体由美教授、後期は同学部国際社会学科の堀川敏寛講師が担当。

休園期間は毎朝、教職員間で同じ聖書の箇所を読み、子どもたちが安心して過ごせますようにと
祈りを共にしていました。家庭とは手紙のやりとりの中でイエスさまとつながっていることを感
じられるように願って過ごしていました。子どもたちにはみ言葉の書かれたカードを折に触れて
送りました。保護者には聖書に基づいてのイースターのメッセージや母の日のメッセージを伝え
ました。また、キリスト教保育連盟発行の『ともに育つ』というさんびかの絵本を送ったことにより、
親子でさんびかを歌う時間が生まれたとのことです。

家庭と園とが、聖書からのメッセージを分かち合った時
大学付属かえで幼稚園

さんびかの絵本と手作りカード
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Yasuyuki Suzuki

裏千家茶人・茶
書執筆家として
も著名。『一億
人の茶道教養講
座』が代表作。

が
、
30
年
の
あ
い
だ
に
、
自
分
の
研
究
関

心
の
展
開
に
と
も
な
っ
て
、
研
究
の
重
点

が
、
リ
ス
ク
心
理
学
―
組
織
心
理
学
―
認

知
療
法
と
、
す
こ
し
ず
つ
変
化
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
15
年
ほ
ど
は
、
認
知
療
法
の
ひ

と
つ
で
あ
る
N
L
P
（
神
経
言
語
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
）
と
い
う
手
法
の
有
効
性
を
実

験
的
に
検
討
す
る
の
が
ゼ
ミ
の
課
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
災
害
P
T
S
D
や
パ
ワ
ハ

ラ
、
就
職
面
接
の
連
続
な
ど
で
受
け
た
心

の
傷
を
緩
和
す
る
N
L
P
の
手
法
を
学
生

に
習
得
さ
せ
、
学
生
が
そ
れ
ら
の
有
効
性

を
実
証
す
る
ス
タ
イ
ル
の
研
究
を
し
て

い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
毎
年
大
学
院
に
進
学
す
る
学

生
が
出
ま
す
が
、
実
業
に
進
む
学
生
も
、

就
職
後
に
非
常
に
役
に
立
つ
と
言
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。

―
東
洋
英
和
に
ど
の
よ
う
な
思
い
を
持
っ

て
お
ら
れ
ま
す
か
？

1
9
8
8
年
に
大
学
設
置
準
備
室
員

を
主
務
と
す
る
短
大
専
任
講
師
と
し
て
赴

任
し
、
大
学
を
設
置
す
る
た
め
の
準
備
と

文
部
省
と
の
折
衝
を
フ
ル
に
経
験
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
大
学
院
の
設
置
書
類
も
主

な
と
こ
ろ
の
執
筆
を
し
ま
し
た
。
結
局
、

定
年
ま
で
奉
職
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
が
、
現
在
の
大
学
事
務
室
の

課
長
さ
ん
の
多
く
も
開
学
時
か
ら
の
仲
間

で
、
こ
こ
で
一
緒
に
年
を
取
っ
た
朋
輩
だ

―
何
を
教
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
？

ず
っ
と
社
会
心
理
学
を
教
え
て
い
ま
す

と
い
う
感
覚
を
持
っ
て
い
ま
す
。
開
学
時

に
は
背
の
低
か
っ
た
木
々
も
堂
々
と
し
た

林
に
な
り
、
こ
こ
で
過
ご
し
た
年
月
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

大
学
設
置
以
来
、
図
書
館
整
備
を
主
務

の
ひ
と
つ
と
し
て
き
ま
し
た
。
東
洋
英
和

の
図
書
館
は
、
こ
の
規
模
の
大
学
の
図
書

館
と
し
て
は
全
国
レ
ベ
ル
で
も
評
価
が
高

く
、
学
生
の
満
足
度
も
非
常
に
高
い
の
が

喜
び
で
す
。「
よ
い
図
書
館
」と
い
う
の
は
、

（
a
）
資
料
の
質
と
（
b
）
サ
ー
ビ
ス
の

バ
ラ
ン
ス
が
良
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
さ
と
い
う
の
は
多
面
的
で

難
し
い
要
素
で
、
結
局
は
あ
る
種
の
「
セ

ン
ス
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
セ
ン
ス

の
良
い
司
書
、
教
員
の
セ
ン
ス
の
良
い
図

書
要
求
が
そ
ろ
っ
て
初
め
て
実
現
す
る
も

の
で
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
そ
の
も
の
の
反
映
で
す
。

―
英
和
生
に
望
む
こ
と

ア
ク
セ
ク
し
な
い
大
ら
か
な
学
生
が
多

く
、
ず
っ
と
接
し
て
き
て
癒
さ
れ
た
り
教

え
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
の
多
い
年
月
で
し

た
。
社
会
に
出
た
り
、
大
学
院
に
進
ん
だ

り
す
る
と
、
高
い
要
求
水
準
に
鍛
え
ら
れ

な
が
ら
大
人
と
し
て
の
成
長
を
し
て
い
く

の
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
な
か
に
も
、
学
部

時
代
の
大
ら
か
さ
を
と
き
ど
き
思
い
起
こ

し
て
大
切
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
う
が
、
物
事
の
本
質
を

見
失
わ
ず
に
す
む
か
ら
で
す
。
大
ら
か
さ

は
巨お
お

き
さ
に
通
じ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生涯の職場
Koichi Okamoto

教員紹介

▶▶▶ 学生からのメッセージ

人間科学部　
人間科学科心理科学専攻 4 年　
本多 美帆さん

岡本先生は、第一印象は厳しそうで
すが、講義を受講してみると、知的
なユーモアに富んだ方で、心理学の
面白さを教えていただきました。学
生一人ひとりをよく見ている学生想
いの先生です。大学院の受験先を決
めるときも、私が読んでいた論文を
全て読んでくださり、進学先と指導
教授探しを手伝ってくださり、さら
にその大学院にいろいろな問い合わ
せをして指導をしてくださいまし
た。父より厳しく母よりあたたかい
大恩人です。

人間科学部人間科学科
大学

岡本 浩一 教授
オレゴン州アストリア高校と京都の洛星
高校を卒業して東京大学の理科一類に進
み、社会心理学専攻に転じた。東京大学
社会学博士。1988年に本学短期大学専
任講師・大学設置準備室員、1989年よ
り人文学部助教授。1997年から人間科
学部教授。茶道を修め、裏千家淡交会巡
回講師も務める。他に、NLPマスター・
トレーナー。

19ISSUE 2021 1/31 VOL.91



私
は
幼
い
頃
か
ら
、
母
に
「
東
洋
英
和
は
、

え
え
わ
」
と
言
わ
れ
て
育
ち
ま
し
た
。
で

す
か
ら
私
は
、
幼
い
時
か
ら
東
洋
英
和
を

知
っ
て
い
ま
し
た
。「
息
子
が
、
女
の
子

だ
っ
た
ら
絶
対
に
東
洋
英
和
に
入
れ
る
」

と
言
わ
れ
て
育
っ
た
私
は
、
1
9
9
5

年
に
、
小
学
部
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
い
ち
ば
ん
喜
ん
で
い
た
の
は
、

母
で
し
た
。

―
忘
れ
ら
れ
な
い
英
和
生
の
こ
と

当
時
3
年
生
だ
っ
た
A
子
ち
ゃ
ん
は
、

長
期
入
院
を
し
て
い
ま
し
た
。
私
が
お
見

舞
い
に
行
く
と
、
A
子
ち
ゃ
ん
は
、
少
し

は
に
か
ん
だ
顔
を
し
て
微
笑
ん
で
く
れ
ま

し
た
。
ふ
と
病
室
の
ベ
ッ
ド
の
横
の
出
窓

を
見
る
と
、
け
ん
玉
が
飾
っ
て
あ
り
ま
し

た
。「
今
は
で
き
な
い
け
れ
ど
、
こ
の
け

ん
玉
を
見
る
と
、学
校
を
思
い
出
す
の
…
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
A
子
ち
ゃ
ん
の

代
わ
り
に
私
が
、
病
室
で
け
ん
玉
を
披
露

し
ま
し
た
。
技
が
決
ま
る
と
拍
手
喝
采
。

そ
の
病
室
に
い
る
他
の
子
ど
も
た
ち
も
喜

ん
で
見
て
く
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
の
病
室

が
、
パ
ッ
と
明
る
い
笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し

た
。「
A
子
ち
ゃ
ん
、早
く
元
気
に
な
っ
て

ま
た
学
校
で
、
一
緒
に
け
ん
玉
を
し
よ
う

ね
」
と
言
っ
て
病
室
を
去
り
ま
し
た
。
け

ん
玉
が
、
子
ど
も
た
ち
に
元
気
と
生
き
る

力
を
、
そ
っ
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た

よ
う
な
、
そ
ん
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

―
東
洋
英
和
女
学
院
と
の
出
会
い
？

私
の
母
は
、
高
等
部
の
卒
業
生
で
す
。

―
英
和
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

「
わ
た
し
の
夢
は
、
宝
塚
で
す
！
」
教

室
で
笑
顔
で
夢
を
語
る
3
年
生
の
女
の
子

…
。
こ
れ
は
教
室
で
行
っ
た
「
わ
た
し
の

夢
」
の
ス
ピ
ー
チ
の
一
場
面
で
す
。
小
さ

い
頃
か
ら
宝
塚
に
憧
れ
、
そ
の
た
め
に
ダ

ン
ス
を
習
い
、
図
書
館
で
借
り
て
く
る
本

は
、
宝
塚
の
本
ば
か
り
…
。
今
、
子
ど
も

た
ち
は
、
何
の
た
め
に
勉
強
を
す
る
の
か

が
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
目
ま
ぐ
る
し
く

変
動
し
て
い
る
社
会
の
中
で
、
ゆ
と
り
を

持
っ
て
自
分
の
こ
と
を
じ
っ
く
り
と
考
え

る
時
間
、
そ
し
て
自
分
の
夢
を
追
い
か
け

る
時
間
が
必
要
で
す
。「
小
さ
な
目
標
、

大
き
な
夢
」
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
勉

強
す
る
本
当
の
意
義
が
見
出
さ
れ
て
く
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
小
学
部
３
年　
月
山
莉
衣
咲
さ
ん
の
日

記
よ
り
】

鈴
木
先
生
と
の
学
校
生
活
で
、
面
白
い

な
と
思
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
授
業
の
始
め
に
ア
イ
ス
ブ
レ
イ

ク
を
す
る
こ
と
や
、
先
生
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
、

「
わ
く
わ
く
問
題
」
が
あ
る
こ
と
や
、
国

語
の
「
こ
ま
を
楽
し
む
」
の
説
明
文
で
は
、

実
際
に
こ
ま
を
回
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

そ
の
た
め
文
章
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
、

よ
く
理
解
で
き
ま
す
。
鈴
木
先
生
は
、
ど

ん
な
こ
ま
で
も
回
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、

本
当
に
す
ご
い
な
と
思
い
ま
す
。

小さな目標と、大きな夢を持ってほしい
Yasuyuki Suzuki▶▶▶ 児童からのメッセージ

小学部 4 年
（左）高邑 陽美さん
（右）津元 清さん

鈴木先生には、2年、3年生と担任
をしていただきました。先生は優し
くて、何でもできる先生です。クラ
ス礼拝では、さんびかをギターに合
わせて歌ったり、クラスがまとまる
ように、週に一度学級会を開いてく
ださいます。また、特技のけん玉や
お手玉を私たちに教えてくださり、
きめ細かく優しいご指導と、「やれ
ばできる」の言葉を信じて、今もけ
ん玉やお手玉を続けています。

小学部

鈴木 康之 教諭
東京都生まれ。西南学院大学経済学部卒
業。玉川大学教育学部通信制にて小学校
免許を修得。横須賀学院小学校を経て
1995年より東洋英和女学院小学部に着
任。趣味は、けん玉・こま回し・お手玉・
駄玩具収集・カメラと写真・ギター。月
一回「子どもけん玉教室」を開催。学校
教育へのけん玉の教育的意義を提唱。

2019年11月に
行われた第4回
けん玉選手権大
会で優勝した時
のトロフィーで
す。
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Kaede People

東洋英和楓の会
英和 FAMILY の活躍、ご紹介します !

野尻が生んだ船に生きる人

雨宮 伊作 1957年山梨県生まれ。子ども4人の父。母親は元中高
部英語科の雨宮美枝子教諭。妻・娘・義姉・姪・義妹も
卒業生の英和一家。東京商船大学（現東京海洋大学）卒、
航海訓練所の教官として30年勤め、練習帆船「海王丸」
のキャプテン（船長）を務める。現在、東京湾で巨大タ
ンカーや客船などを誘導するパイロット（水先人）。

道
に
見
え
ま
す
が
、
若
い
人
が
育
つ
姿

が
見
え
る
世
界
、
若
い
人
を
育
て
る
喜

び
を
見
つ
め
続
け
た
道
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
そ
の
出
発
点
は
野
尻
湖
で
の
カ
ッ

タ
ー
（
ボ
ー
ト
）
で
し
た
。

50
年
前
、
英
和
の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ

ト
が
誕
生
し
た
ば
か
り
の
頃
、
12
歳
の

伊
作
少
年
は
カ
ッ
タ
ー
上
に
い
た
の

で
す
。
女
子
生
徒
た
ち
と
一
緒
に
、
少

年
に
は
手
に
余
る
太
さ
と
重
す
ぎ
る

オ
ー
ル
に
持
て
る
力
の
全
て
を
懸
け

て
、
野
尻
湖
を
横
断
し
て
黒
姫
高
原
へ
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
か
ら
は
、「
海
は

男
の
ロ
マ
ン
」
を
追
い
求
め
た

こ
の
大
冒
険
が
少
年
の
心
に
刻
ん
だ

の
は
、「
オ
ー
ル
は
重
く
大
変
困
難
で

あ
っ
た
が
、
力
を
合
わ
せ
る
と
多
く
の

人
を
運
ぶ
事
が
で
き
る
」
と
い
う
事
で

し
た
。
そ
の
時
の
ス
キ
ッ
パ
ー（
艇
長
）

が
長
野
彌
院
長
で
あ
っ
た
事
に
、
偶
然

を
超
え
た
力
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
少
年
の
愛
読
書
が
、ア
ー
サ
ー・

ラ
ン
サ
ム
の
少
年
海
洋
冒
険
小
説
『
ツ

バ
メ
号
と
ア
マ
ゾ
ン
号
』
で
あ
っ
た
の

も
、
船
に
生
き
る
人
に
な
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
な
っ
た
の
で
す
。
時
が
過
ぎ
て
野

尻
管
理
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
時
、
東

京
Y
M
C
A
の
「
オ
メ
ガ
」
が
野
尻
湖

で
は
最
も
高
い
マ
ス
ト
を
持
つ
ヨ
ッ

ト
で
あ
る
と
知
り
、
大
き
な
帆
船
に
乗

り
た
い
と
願
っ
て
い
る
自
分
を
見
つ

け
ま
す
。

高
校
卒
業
後
、
東
京
商
船
大
学
へ
入

学
し
ま
す
。
帆
船
日
本
丸
や
海
王
丸
で

の
乗
船
実
習
で
は
、
教
官
等
を
含
め
て

1
6
0
名
程
で
、
6
ヶ
月
海
上
を
走

り
続
け
、
そ
の
内
の
3
ヶ
月
は
太
平
洋

を
横
断
す
る
遠
洋
航
海
を
実
施
し
ま

す
。
少
年
の
夢
が
叶
い
ま
し
た
。

大
学
卒
業
後
は
、
学
生
を
訓
練
す
る

日
本
丸
・
海
王
丸
の
他
、
汽
船
3
隻
を

所
有
す
る
航
海
訓
練
所
に
教
官
と
し

て
赴
任
し
ま
す
。
30
年
間
の
教
官
生
活

の
内
、
10
年
間
は
帆
船
に
乗
船
、
2
年

間
海
王
丸
の
キ
ャ
プ
テ
ン
（
船
長
）
の

任
務
に
就
き
ま
し
た
。

忘
れ
難
い
思
い
出
は
多
い
の
で
す

が
、
そ
の
一
つ
が
太
平
洋
を
横
断
中
に

低
気
圧
に
遭
遇
し
、
波
高
14
ｍ
の
波
に

追
い
か
け
ら
れ
た
体
験
で
す
。
船
の
一

番
後
ろ
に
あ
る
舵
の
横
で
、
打
ち
込
ん

で
く
る
波
で
海
に
投
げ
落
と
さ
れ
る

危
険
を
背
負
い
つ
つ
操
船
し
た
の
で

す
。
も
う
一
つ
は
、
僅
か
な
動
揺
で
動

け
な
く
な
る
ほ
ど
船
酔
い
す
る
フ
ィ

リ
ピ
ン
か
ら
来
た
実
習
生
が
お
り
ま

し
た
。
船
乗
り
を
諦
め
る
旨
を
家
族
に

伝
え
ま
す
と
、「
男
の
子
で
し
ょ
う
。

家
族
は
生
活
を
犠
牲
に
し
て
貴
方
を

送
り
出
し
た
の
に
」
と
の
返
信
に
声
を

上
げ
て
泣
き
出
し
、
そ
の
後
は
ど
ん
な

に
船
酔
い
し
て
も
、
歯
を
食
い
し
ば
っ

て
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
20

余
年
が
過
ぎ
、
先
日
彼
が
、
日
本
の
船

会
社
で
船
長
に
な
っ
て
い
る
事
を
知

り
ま
し
た
。
感
無
量
で
す
。
海
王
丸
を

降
り
、
航
海
訓
練
所
を
退
官
す
る
と
、

東
京
湾
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
水
先
人
）
に

転
身
し
ま
す
。

東
京
湾
に
は
年
間
6
万
隻
の
1
万

ト
ン
以
上
の
外
国
船
舶
が
入
出
港
し

て
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
乗
船
を
要
請
し
ま

す
。
30
万
ト
ン
の
原
油
、
10
万
㎥
の
液

化
天
然
ガ
ス
な
ど
を
積
ん
だ
巨
大
タ

ン
カ
ー
が
日
に
何
隻
も
入
港
し
ま
す
。

巨
大
タ
ン
カ
ー
は
、
停
め
よ
う
と
し
て

も
船
の
長
さ
16
倍
の
距
離
は
進
み
続

け
ま
す
。
3
0
0
ｍ
ク
ラ
ス
だ
と
5

ｋ
ｍ
近
く
停
ま
ら
な
い
事
に
な
り
ま

す
。
ま
た
通
行
可
能
な
水
深
20
ｍ
以
上

あ
る
航
路
は
、
墨
田
川
の
延
長
線
上
に

当
た
る
古
東
京
川
と
言
わ
れ
る

深
い
谷
の
川
筋
だ
け
な
の
で
す
。

そ
こ
で
船
長
に
代
わ
っ
て
、
東

京
湾
内
を
航
海
し
岸
壁
に
接
岸

さ
せ
る
の
が
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
任

務
と
な
り
ま
す
。

タ
グ
ボ
ー
ト
で
巨
大
船
舶
に

接
舷
し
、釣
り
降
ろ
さ
れ
た
梯
子

を
登
っ
て
甲
板
に
上
が
り
、
船

長
と
操
船
を
交
代
す
る
の
で
す
。

岸
壁
に
タ
ン
カ
ー
を
横
付
け

さ
せ
る
た
め
に
は
、
5
隻
の
タ
グ
ボ
ー

ト
と
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
慎
重
に

押
し
た
り
引
い
た
り
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
タ
グ
ボ
ー
ト
の
ロ
ー
プ
切
断

と
い
う
突
発
事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
。

船
は
岸
壁
に
激
突
す
る
絶
体
絶
命
の
事

態
で
す
。
激
突
す
れ
ば
船
は
破
損
し
、

油
が
東
京
湾
に
流
れ
出
し
ま
す
。
そ
の

瞬
間
、
ロ
ー
プ
が
生
き
て
い
る
タ
グ
ボ

ー
ト
を
ど
う
動
か
す
か
、
瞬
時
に
判
断

し
て
指
示
を
出
す
の
が
パ
イ
ロ
ッ
ト
の

役
目
で
も
あ
り
ま
す
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
が

い
な
い
と
、
外
国
船
は
自
分
で
は
一
歩

も
進
め
な
い
。
だ
か
ら
と
て
も
感
謝
さ

れ
ま
す
。
仕
事
の
意
味
が
と
て
も
明
確

な
の
が
、
魅
力
の
一
つ
で
す
。

小
さ
な
漁
船
と
交
差
す
る
事
も

度
々
で
す
。
沿
岸
の
漁
師
た
ち
の
生
活

の
場
で
あ
る
東
京
湾
の
環
境
を
大
切

に
す
る
の
も
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
あ
る
べ

き
姿
な
の
で
す
。

「海の貴婦人」海王丸Ⅱ世
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Data

Data Data

Data

コマチヘア
岩崎 有希子（1991年高等部・1995 年大学卒）

住所
台東区浅草 1-31-1 浅草仲見世
TEL
03-3841-5523
URL
https://www.
komachi-hair.
co.jp/

仲見世モリタ　寺子屋本舗
清水 万里子（2005 年高等部卒）

住所
台東区浅草 1-20-1 浅草仲見世
TEL
03-3841-8553
URL
http://www.
asakusa-nakamise.jp/
store/pop.php?
sid=25

いしやま歯科・矯正歯科
石山 智香子（1991年高等部卒）

住所
台東区花川戸 1-2-3
浅草駅ビル４階
TEL
03-3844-1480
URL
https://www.
ishiyama-dental.
com/

カリカチュア・ジャパン　浅草・雷門店
中西 陽子（旧姓山盛 1999 年高等部・2003 年大学卒）

英和グッズを販売
～光ワークス～

住所
台東区浅草 1-19-3（浅草・雷門店）
TEL
03-5830-7220
E-mail
info@caricature-japan.com
URL
https://caricature-
japan.com/

仲見世で、母・早苗 (旧姓森田 1968年高等部卒 )と、威勢よく、ぬれお
かき、せんべい、アイスクリームを販売しています。浅草寺ご参詣の際に
は、気軽にお立ち寄りください。箸専門店も8軒先にあります。

Check!

大正14年創業、かつら、ヘアピース、簪や舞台用化粧品などを扱うお店です。
普段の和装から、七五三、成人式等、ヘアスタイルのご相談承ります。試着
はもちろん、お手入れ方法等もご説明いたしますのでお気軽にどうぞ。

Check!
浅草で3代続く歯科医院です。むし歯や歯周病、入れ歯やインプラント、
子どもから大人の矯正まで、一人ひとりに合わせた治療を行っています。
浅草駅直結。何でもお気軽にご相談ください。

Check!

似顔絵はお一人様10分で完成！動物もお描きしますので、ペットちゃん
大歓迎。絵の教室も開催しています！オンライン教室では世界のアニメー
ションスタジオ内を見られる特別ワークショップも開催中！

Check!

NHK連続テレビ小説の原案にもなった村岡恵理氏（1986
年高等部卒）の『アンのゆりかご―村岡花子の生涯―』
の英訳本が平野キャサリン氏の翻訳によりカナダの
Nimbus社から 2021年春（予定）に刊行されます。こ
の翻訳事業は学院創立 135周年・大学開学 30周年記
念事業の一環として企画され、長年にわたる村岡花子氏
の学院への貢献に感謝をこめて出版助成を行っています。

予告 �村岡恵理氏の『アンのゆりかご』 
英訳本が刊行されます

Maple Mall
英和生集まれ！ 今回は浅草特集です！

『アンのゆりかご』
翻訳事業調印式にて

私ども光ワークスは 2013年に、当時東光会役員であった有志 7名で立ち上げたグ
ループです。卒業生や在校生に同窓会を更に身近に感じてもらえれば、同窓会行事の
場をより楽しんでいただければという想いで活動を始めました。グッズのデザインや
制作、行事での販売等、すべて同窓生によるボランティアで運営しています。生徒さ
んにとってもお買い求めになりやすい価格を考え設定しています。収益は東光会、学
院同窓会、また、学院や学院関係の団体へ寄付をしています。英和グッズ販売を通し
て、少しでも同窓会と学院のお役に立つことが叶えば幸いです。

販売：東光会を含む同窓会主催の各種行事、楓祭を含む学校主催の各種行事
グッズ種類：制服・校章・校舎シリーズ各種グッズ、切り絵アクセサリー、
　　　　　　ハンドメイド一点物グッズ

同窓会をより身近に
感じていただきたい！
という想いで活動しています

●お問い合わせ：光ワークスE-mail:  hikariworks2013te@gmail.com

制服シリーズ：メモ帳（各300円）、
チャームシリーズ：バッグ（1,200円）
デザイン：倉屋優子（旧姓荻田1987年高等部卒）

浅草の歯科・矯正歯科和服美人のお手伝いいたします！

似顔絵専門店・絵の教室も開講ぬれおかき 1 本 100 円！　浅草仲見世の土産屋
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生
が
六
本
木
校
地
本
部
・
大
学
院
棟
に
あ

る
「
学
院
資
料
・
村
岡
花
子
文
庫
展
示
コ

ー
ナ
ー
」
と
史
料
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

10
人
ず
つ
に
分
か
れ
て
の
見
学
、
展
示

コ
ー
ナ
ー
は
大
人
向
け
の
展
示
な
の
で
小

学
生
に
は
少
し
難
し
い
か
な
？ 

と
思
い

き
や
、
見
学
が
始
ま
る
な
り
み
ん
な
自
分

が
気
に
な
る
資
料
の
と
こ
ろ
に
突
進
し
て

い
き
ま
す
。
途
中
の
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
の

際
に
は
、
学
院
創
設
者
カ
ー
ト
メ
ル
先
生

を
は
じ
め
宣
教
師
の
先
生
が
た
の
名
前
を

全
員
口
を
そ
ろ
え
て
回
答
す
る
な
ど
、
日

2
０
２
０
年
の
7
月
13
日
と
15
日
、

授
業
の
一
環
と
し
て
小
学
部
4
年

て
い
た
食
器
や
ブ
ロ
ー
チ
を
見
た
途
端
、

「『
カ
ナ
ダ
婦
人
宣
教
師
物
語
』
に
載
っ
て

い
る
よ
ね
」
と
鋭
い
指
摘
を
す
る
子
も
い

れ
ば
、
婦
人
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
星
型
バ
ッ
チ

を
見
て
「
カ
ー
ト
メ
ル
先
生
が
付
け
て
い

た
ん
だ
…
！
」
と
大
感
激
す
る
子
も
。
小

学
部
の
文
集
「
小
羊
」
の
昔
の
号
を
読
ん

で
み
た
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
見
学
時
間

終
了
で
す
。

ご
担
当
の
地
主
武
史
先
生
は
「
英
和
の

子
た
ち
は
近
現
代
史
と
自
分
の
学
校
の
歴

史
を
結
び
付
け
て
学
ぶ
こ
と
で
、
歴
史
理

解
が
深
ま
る
の
で
す
」
と
語
り
、
子
ど
も

た
ち
が
学
ぶ
姿
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

「
そ
れ
、知
っ
て
る
！
」

　
小
さ
な「
歴
女
」た
ち
が
や
っ
て
き
た

中高部、大学より

●「史料室だより」No.95では、2020年に 50周年を迎えた野尻キャンプサイトの特集記事を掲載しています。
　  右記のURLもしくはQRコードからご覧いただけます。https://www.toyoeiwa.ac.jp/archives/publications/
●  史料室 TEL：03-3583-3166／ FAX：03-3583-3329　ホームページ　https://www.toyoeiwa.ac.jp/archives/

史
料
室
レ
タ
ー 

30

頃
か
ら
英
和
の
歴
史

に
親
し
ん
で
い
る
様

子
が
う
か
が
え
ま
す
。

質
問
も
さ
か
ん
で
す
。

そ
し
て
、
史
料
室

で
は
宣
教
師
ゆ
か
り

の
所
蔵
資
料
を
お
披

露
目
で
す
。
ハ
ミ
ル

ト
ン
先
生
の
使
用
し

カートメル先生の渡航用トランクをじっと見
つめる子どもたち（展示コーナーにて）

東洋英和女学院 学院報・東洋英和楓の会 会報　楓園　第91号　発行日：2021年 1月 31日
発行：学校法人 東洋英和女学院　東京都港区六本木 5-14-40　Tel：03-3583-3325　E-Mail：koho@toyoeiwa.ac.jp　URL：https://www.toyoeiwa.ac.jp

【寄付の内容】
「村岡花子基金」奨学生とは、東洋英和女学院中学部・高等部で
学びたいにもかかわらず、新型コロナウイルス感染症による緊急
事態下で経済的理由により、受験を断念しようと考えている児童
家庭に対して、入学金授業料等を免除する給付型奨学生です。
また、在校生においても保護者の経済状況が急変し、就学継続が
困難な生徒に対しても、給付型の臨時奨学生として採用を行います。

【寄付の目的】
寄付により「村岡花子基金」を設立し、
そこから給付型の「村岡花子基金」奨学生の
採用を目的とします。

「村岡花子基金」
中高部

学機会や環境に著しい違いが出ないような対策を施す
ことにより、すべての学生が安心して学生生活を送る
ことができるよう、引き続き最大限の努力をしてまい
ります。皆様方のご寄付を心よりお願い申し上げます。

【寄付の目的】
新型コロナウイルス対策　
学生の修学支援のため

「新型コロナウイルス対策   
 学生修学支援募金」

大学

【寄付の内容】
新型コロナウイルス感染症再
拡大にも備え、本学学生の修

中高部および大学が、生徒や学生を支援するための制度を
それぞれ設立しました。皆様からのご寄付をお願い申し上げます。

学院ホームページよりお申し込みください。
▼

https://www.toyoeiwa.ac.jp/donation/apply.html　


